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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XEリリース 3.7.0E（Catalystスイッチング用）および Cisco IOS XEリリース 3.17S（ア
クセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、コンバージドリリースの1つのバー
ジョン -Cisco IOSXE16 -に統合されました。この1つのリリースでスイッチングおよびルーティ
ングポートフォリオのアクセスおよびエッジ製品を幅広くカバーしています。

技術構成ガイドの機能情報の表に、機能の導入時期を記載しています。他のプラットフォーム

がその機能をサポートした時期については、記載があるものも、ないものもあります。特定の

機能が、使用しているプラットフォームでサポートされているかどうかを判断するには、製品

のランディングページに掲載された技術構成ガイドを参照してください。技術構成ガイドが

製品のランディングページに表示されると、その機能が該当のプラットフォームでサポート

されているかどうかが示されます。

（注）
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第 2 章

輻輳回避の概要

一般的なネットワークのボトルネックでの輻輳を予測および回避するために、輻輳回避技術に

よってネットワークトラフィック負荷を監視します。輻輳の回避は、パケットのドロップによ

り行われます。より一般的に使用されている輻輳回避メカニズムはランダム早期検出（RED）
で、これは高速中継ネットワークに最適です。Cisco IOS XEソフトウェアには、REDアルゴリ
ズムの機能を IP Precedence機能と組み合わせた、Weighted RED（WRED）と呼ばれる REDの実
装が含まれています。WREDは設定されると、ルータがパケットをドロップするタイミングを制
御します。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• 重み付けランダム早期検出, 3 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

重み付けランダム早期検出
WREDは、起こりうるグローバリゼーションの問題の回避に役立ちます。グローバル同期は、輻
輳の波の頂点として発生し、後には伝送リンクの一部だけが活用されている状態の谷が続きます。

TCPホストのグローバル同期は、たとえば、パケットがいっせいにドロップされるために発生す
ることがあります。グローバル同期は、複数の TCPホストが伝送レートを、パケットのドロップ
に応じて低下させる場合に現れます。輻輳が減少すると、再び伝送レートを増加させます。

QoS：輻輳回避設定ガイド
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ランダム早期検出について

REDメカニズムは、対処方式ではなく応答方式でネットワーク輻輳に対応することを目的にSally
Floydおよび Van Jacobsonによって 1990年代初めに提唱されました。REDメカニズムでは、損失
の影響を受けやすく、一部のトラフィックがドロップされると一時的に速度が低下するデータ転

送の実装環境でほとんどのトラフィックが動作しているということが基本的な前提になります。

TCPは、たとえ堅牢でも、そのトラフィック伝送を低下させることによってトラフィックのドロッ
プに適切に対応し、REDのトラフィックドロップ動作を輻輳回避シグナリングメカニズムとして
効果的に動作させることができます。

TCPは、最も頻繁に使用されるネットワークトランスポートを構成します。TCPの遍在的存在を
前提として、REDは広範囲の有効な輻輳回避機能を提供します。

TCPなどの堅牢なトランスポートがパーベイシブである場合にREDの有用性を検討する際は、か
なりの割合のトラフィックがパケット損失に対して堅牢でない場合にREDを採用することの著し
いマイナス要素を検討することも重要です。Novell NetWareもAppleTalkもパケット損失に対して
十分に堅牢ではないので、それらに REDを使用すべきではありません。

機能のしくみ

DiffServ準拠のWRED機能で、パケットの廃棄確率を計算する場合にWREDでDSCP値を使用で
きるようにします。DSCP値は、IPタイプオブサービス（ToS）バイトの最初の 6ビットです。

この機能で、random-detect dscpおよび dscpの 2つの新しいコマンドが追加されます。また、
dscp-basedおよび prec-basedの 2つの新しい引数を、既存の random-detect（インターフェイス）
コマンドおよび random-detect-groupコマンドの 2つのWRED関連コマンドに追加します。

dscp-based引数は、パケットの廃棄確率を計算する場合にWREDでパケットの DSCP値を使用で
きるようにします。prec-based引数は、パケットの廃棄確率を計算する場合にWREDでパケット
の IP Precedence値を使用できるようにします。

これらの引数は、任意です（このコマンドを使用するために、これらの引数のいずれかを必ずし

も使用しなくてもかまいません）が、二者択一です。つまり、dscp-based引数を使用すると、同
じコマンドを使用して prec-based引数を使用することはできません。

WREDで DSCP値を使用できるようにしたら、新しい random-detect dscpコマンドを使用して、
DSCP値の最低および最高パケットしきい値を変更できます。

これらの引数を使用する 3つのシナリオが提供されています。

パケットの廃棄確率

パケットの廃棄確率は、最低しきい値、最高しきい値、およびマーク確率値に基づきます。

平均のキュー深度が最低しきい値より大きい場合、REDはパケットのドロップを開始します。パ
ケットのドロップ率は、平均キューサイズの増加に対して、平均キューサイズが最高しきい値に

達するまで直線的に増加します。
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マーク確率値は、平均キュー深度が最高しきい値の場合のドロップしたパケットの比です。たと

えば、分母が 512の場合、512パケットごとに 1つのパケットが、平均キューが最大しきい値に
あるときにドロップします。

平均キューサイズが最大しきい値を超えた場合、すべてのパケットがドロップします。次の図で

は、パケットの廃棄確率について要約しています。

図 1：RED パケットの廃棄確率

最低しきい値は、リンクを最大限活用するのに十分な高さに設定してください。最低しきい値が

低すぎると、パケットが不必要にドロップされ、伝送リンクが最大限に使用されません。

最大しきい値と最低しきい値の差は、TCPホストのグローバル同期を避けるのに十分な大きさに
してください（TCPホストのグローバル同期は、複数のTCPホストの伝送レートが低下して発生
することがあります）。最大および最低しきい値の差が小さすぎると、一度に多くのパケットが

ドロップし、グローバル同期につながることがあります。

TCP によるトラフィック損失の対処方法

セクションTCPによるトラフィック損失の対処方法, （5ページ）およびルータと TCPとの
相互作用の方法, （6ページ）に、WREDを使用するためや、REDの一般的な機能を備える
ためには読まなくてもよい詳細情報が記載されています。輻輳の発生に応じてグローバル同期

の問題が起こる理由と、REDのこの問題への対処方法を知りたい場合は、これらのセクショ
ンを参照してください。

（注）

TCPトラフィックの受け手（受信者と呼びます）がデータセグメントを受信すると、データセグ
メントが順番に受信されたことを示す、受信者が予想している番号に対し、セグメントの 4オク
テット（32ビット）のシーケンス番号がチェックされます。番号が一致すると、受信者は、ター
ゲットアプリケーションに保持するデータすべてを提供し、次の番号を順番に反映するために

シーケンス番号を更新し、最後に、送信者に確認応答（ACK）パケットを送信するか、または短
い遅延の後に ACKを送信者に送信するようにスケジューリングします。ACKは送信者に、受信
者が、到着したすべてのデータセグメントを受信したが、新しいシーケンス番号でマークされた

セグメントは含まれていないことを通知します。

QoS：輻輳回避設定ガイド
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通常、受信者は、受信する代替データセグメントに応じて ACKの送信を試行します。受信者は
多数のアプリケーションという理由のためACKを送信し、受信者が短い遅延を待機する場合は、
それに送信者に対する通常応答の返信確認応答を効率的に含めることができます。しかし、受信

者がデータセグメントをばらばらの順番で受信した場合、ACKをただちに返信し、送信者に、損
失したデータセグメントを再送するよう指示します。

送信者がACKを受信すると、未処理のデータがあるかどうかが調査されます。未処理のデータが
ない場合、送信者は、ACKがキープアライブであると決定します。つまり、回線をアクティブの
ままにし、何もしません。未処理のデータがある場合、送信者は、受信者がデータの一部を受け

取ったか、まったく受け取っていないかが ACKに示されているかを確認します。ACKに、送信
データの一部を受領していることが示されている場合、送信者は、さらにデータを送信できる新

しいクレジットが付与されているかどうかを確認します。ACKに、送信したデータがまったく受
領されていないことが示されている場合で、未処理のデータがある場合は、送信者はこの ACK
を、再送信が繰り返されているACKであると解釈します。この状態は、一部のデータがばらばら
の順番で受信され、受信者が最初のACKを強制的に送信し、2番めのデータセグメントが、ばら
ばらの順番で受信され、受信者が別の ACKを強制的に送信したことを示しています。多くの場
合、データセグメントのうち 1つがドロップしたため、受信者は 2つのセグメントをばらばらの
順番で受け取ります。

TCPの送信者がドロップされたデータセグメントを検出すると、送信者はセグメントを再送信し
ます。その後、転送レートを、ドロップが検出される前の半分に調整します。これが、TCPのバッ
クオフまたは低速化動作です。この動作は輻輳に適切に対応しますが、複数の TCPセッションが
同じルータで同時に伝送され、すべての TCP送信者がパケットの伝送速度を同時に低下させる
と、問題が発生する場合があります。

ルータと TCP との相互作用の方法

セクションTCPによるトラフィック損失の対処方法, （5ページ）およびルータと TCPとの
相互作用の方法, （6ページ）に、WREDを使用するためや、REDの一般的な機能を備える
ためには読まなくてもよい詳細情報が記載されています。輻輳の発生に応じてグローバル同期

の問題が起こる理由と、REDのこの問題への対処方法を知りたい場合は、これらのセクショ
ンを参照してください。

（注）

ルータがどのように TCPと相互作用するかを、例で確認します。この例では、平均して、ルータ
は、MAE-EASTまたは FIX-WESTのインターフェイスの 1つおき、10個おき、100個または 200
個おきのメッセージごとに 1つの特定の TCPストリームからトラフィックを受信します。ルータ
は、複数の TCPセッションを同時に処理できます。ネットワークフローが加法型なため、トラ
フィックが送信キュー制限（TQL）を超えた場合はすべて、制限を大きく超える可能性が非常に
高くなります。ただし、超過トラフィックの深度が一時的で、トラフィックフローが統合するポ

イントやエッジルータを除き、トラフィックが過度に深いままにはならない可能性も大いにあり

ます。

ルータが TQLを超えるトラフィックをすべてドロップした場合、多くの TCPセッションで同時
にスロースタートが開始されます。したがって、トラフィックは一時的に極端に低速になり、す
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べてのフローが再度スロースタートで処理されます。この動作により、グローバル同期の状態が

作り出されます。

しかし、均等化キューイングまたはプライオリティキューイング（PQ）などのキューイング機能
が使用されている場合と同様に、ルータがトラフィックをドロップしない場合、データはメイン

メモリに格納されることが多く、ルータの性能が著しく低下します。

一度に 1つの TCPセッションの速度低下を指示することで、REDは上記の問題を解決し、トラ
フィックの使用が山と谷として現れずに、帯域幅を完全に使用することができます。

WRED について
WREDは、REDアルゴリズムの機能を IP Precedence機能と統合して、優先順位の高いパケットの
優先的なトラフィック処理を実現します。WREDでは、インターフェイスで輻輳が発生し始める
と、優先順位が低いトラフィックを選択的に廃棄し、異なるサービスクラスに対して差別化した

パフォーマンス特性を提供できます。

重み付けされていないREDの動作が行われるように、ドロップの決定を行う際に IP precedenceを
無視するようWREDを設定できます。

リソース予約プロトコル（RSVP）機能を使用するよう設定されたインターフェイスでは、WRED
は、RSVPフロー以外の他のフローから、ドロップするパケットを選択します。また、IPPrecedence
で、どのパケットをドロップするかを制御します。優先順位の低いトラフィックは、ドロップ率

が高く、抑制されやすくなります。

WREDは、キューイング戦略のような他の輻輳回避技術とは異なります。発生した輻輳をコント
ロールするのではなく、輻輳を予測し回避しようとするためです。

WRED を使用する理由
WREDは、輻輳の可能性を早期検出し、複数のトラフィッククラスを実現します。また、グロー
バル同期に対して保護されます。そのため、WREDは輻輳が発生すると予測されるいずれの出力
インターフェイスでも有用です。

ただし、WREDは通常は、ネットワークのエッジではなくネットワークのコアルータで使用され
ます。エッジルータは、ネットワークに送信されてくるパケットに IP Precedenceを割り当てます
WREDは、これらの優先順位を使用して、異なる種類のトラフィックの処理方法を定義します。

WREDは個別のしきい値と重み付けを、それぞれの IP Precedenceに使用し、異なるトラフィック
の種類でのパケットのドロップに対し、異なるサービス品質を実現できます。標準的なトラフィッ

クは、輻輳時には、優先度の高いトラフィックよりも頻繁にドロップされる可能性があります。

またWREDは、RSVPを認識し、統合サービスの負荷制御型 QoSサービスも提供します。

機能のしくみ

高輻輳期間の前にランダムにパケットをドロップすることにより、WREDはパケットの送信元に、
その伝送レートを低下させるよう指示します。そのパケットの送信元が TCPを使用している場
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合、すべてのパケットがその宛先に到達する、つまり輻輳がなくなったことが示されるまで伝送

レートを下げます。

WREDでは一般的に、IP Precedenceに基づいてパケットを選択的にドロップします。より高い IP
Precedenceのパケットは、低い IP Precedenceのパケットよりもドロップしにくくなります。した
がって、パケットの優先順位が高いほど、パケットが送信される確率が高くなります。

WREDは、出力インターフェイスが輻輳の兆候を示し始めると、選択的にパケットをドロップし
ます。キューがいっぱいになるのを待たずに、早期にパケットの一部をドロップすることで、

WREDは一度に大量のパケットがドロップしないようにし、グローバル同期の確率を最低限にし
ます。このように、WREDは、いつでも伝送ラインをいっぱいに使用することができるようにし
ます。

さらに、WREDは統計的に、小さなユーザよりも大きなユーザから、より大きなパケットをドロッ
プします。したがって、トラフィックの大部分を生成しているトラフィック発信元は、生成して

いるトラフィックが少しのトラフィック発信元よりも速度が低下しやすくなります。

WREDは、グローバリゼーションの問題の回避に役立ちます。グローバル同期は、複数のTCPホ
ストが伝送レートを、パケットのドロップに応じて低下させる場合に現れます。輻輳が減少する

と、再び伝送レートを増加させます。

WREDは、ほとんどのトラフィックが TCP/IPトラフィックである場合にだけ有用です。TCPで
は、破棄されたパケットは輻輳を示しているため、パケットの発信元は伝送レートを低くします。

他のプロトコルでは、パケットの発信元は応答しないか、または破棄されたパケットを同じレー

トで再送信します。このため、パケットを破棄しても輻輳は削減されません。

WREDは非 IPトラフィックを優先度 0の最低優先順位として扱います。したがって、非 IPトラ
フィックは通常、IPトラフィックよりもドロップしやすくなります。

次の図は、WREDがどのように機能するかを示しています。

図 2：重み付けランダム早期検出
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平均キューサイズ

平均キューサイズは、キューの前回の平均と現在のサイズを基にしています。式は次のようにな

ります。

average = (old_average * (1-1/2^n)) + (current_queue_size * 1/2^n)

ここで、nは指数加重係数で、ユーザが設定可能な値です。

nを高い値にすると、前回の平均キューサイズがより重要視されます。係数を大きくすると、
キューの長さの最大値と最小値が滑らかになります。平均キューサイズは、素早い変化はしにく

く、サイズの急激な増減を回避します。WRED処理で、パケットのドロップの開始が遅くなりま
すが、実際のキューサイズが最低しきい値を下回った時点でも、パケットのドロップが続く場合

があります。平均がゆっくり変化するため、トラフィックの一時的なバーストに対応します。

nの値が高すぎる場合、WREDは輻輳に反応しません。パケットは、WREDが無効のときのよ
うに送信またはドロップします。

（注）

nの値が低い場合、平均キューサイズは現在のキューサイズ付近を追跡します。結果、平均はト
ラフィックレベルの変化とともに上下します。この場合、WRED処理は、長いキューに素早く応
答します。キューが最低しきい値を下回ると、パケットのドロップ処理が停止します。

nの値が低すぎると、WREDは一時的なトラフィックバーストに過剰に反応し、不必要にトラ
フィックをドロップします。
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第 3 章

IPv6 QoS：MQC WRED ベースドロップ

WREDは、CBWFQの制限を超える可能性のあるパケットに対して REDベースのドロップポリ
シーを実装します。

• 機能情報の確認, 11 ページ

• IPv6 QoS：MQCWREDベースドロップに関する情報, 11 ページ

• その他の参考資料, 13 ページ

• IPv6 QoS：MQCWREDベースドロップに関する機能情報, 13 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 QoS：MQC WRED ベースドロップに関する情報

QoS for IPv6 の実装方針
IPv6パケットは、IPv4パケットとは別のパスで転送されます。IPv6環境でサポートされている
QoS機能には、パケット分類、キューイング、トラフィックシェーピング、重み付けランダム早
期検出（WRED）、クラスベースパケットマーキング、および IPv6パケットのポリシングが含
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まれます。これらの機能は、IPv6のプロセススイッチングパスとシスコエクスプレスフォワー
ディングスイッチングパスのどちらでも使用できます。

IPv6環境で使用可能なQoS機能はすべて、モジュラQoSコマンドラインインターフェイス（MQC）
から管理します。MQCを使用すると、トラフィッククラスを定義し、トラフィックポリシー（ポ
リシーマップ）を作成および設定してから、それらのトラフィックポリシーをインターフェイス

に適用することができます。

IPv6が稼働しているネットワークにQoSを実装するには、IPv4だけが稼働しているネットワーク
にQoSを実装するときの手順に従ってください。高度なレベルでQoSを実装するための基本手順
は、次のとおりです。

• QoSを必要とするネットワーク内のアプリケーションを特定します。

•どの QoS機能が適切であるかを判断するために、アプリケーションの特性を理解します。

•変更と転送がリンク層ヘッダーサイズに及ぼす影響を理解するために、ネットワークトポ
ロジについて理解します。

•ネットワークに規定する基準に基づいて、クラスを作成します。具体的には、同じネット
ワークで IPv6トラフィックだけでなく IPv4トラフィックも伝送されている場合、IPv6トラ
フィックと IPv4トラフィックを同様に処理するか、それとも別個の方法で処理し、それぞれ
に応じた一致基準を指定するかを決定します。両者を同様に処理する場合は、

matchprecedence、matchdscp、setprecedence、setdscpなどのmatch文を使用します。両者を
別の方法で処理する場合は、match-allクラスマップ内にmatchprotocolipやmatchprotocolipv6
などの一致基準を追加します。

•各クラスにマーキングするためのポリシーを作成します。

• QoS機能を適用する際は、エッジからコアに向かって作業します。

•トラフィックを処理するためのポリシーを構築します。

•ポリシーを適用します。

IPv6 トラフィックの輻輳回避
WREDは、クラスベース均等化キューイング（CBWFQ）の制限を超える可能性のあるパケット
に対して REDベースのドロップポリシーを実装します。WREDでは、（DSCPまたは precedence
の値を使用する）クラスベースキューイングとフローベースキューイングをサポートしていま

す。
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

IPv6 QoS：MQC WRED ベースドロップに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 1：IPv6 QoS：MQC WRED ベースドロップに関する機能情報

機能情報リリース機能名

WREDは、CBWFQの制限を超
える可能性のあるパケットに対

して REDベースのドロップポ
リシーを実装します。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6 QoS：MQCWREDベース
ドロップ
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第 4 章

重み付けランダム早期検出の設定

このモジュールでは、ルータで重み付けランダム早期検出（WRED）を設定するためのタスクに
ついて説明します。

• 機能情報の確認, 15 ページ

• 重み付けランダム早期検出について, 15 ページ

• WREDの設定方法, 16 ページ

• WREDの設定例, 18 ページ

• 重み付けランダム早期検出の設定に関する機能情報, 19 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

重み付けランダム早期検出について
ランダム早期検出（RED）は、TCPの輻輳制御メカニズムを利用する輻輳回避メカニズムです。
高輻輳期間の前にランダムにパケットをドロップすることにより、REDはパケットの送信元に、
その伝送レートを低下させるよう指示します。WREDでは、IP Precedenceに基づいてパケットを
選択的にドロップします。エッジルータは、ネットワークに送信されてくるパケットにIPPrecedence
を割り当てます（WREDは、輻輳が予想される任意の出力インターフェイスに有効です。ただし、

QoS：輻輳回避設定ガイド
15

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
http://www.cisco.com/go/cfn


WREDは通常は、エッジではなくネットワークのコアルータで使用されます。）WREDは、これ
らの優先順位を使用して、異なるタイプのトラフィックの処理方法を定義します。

パケットが着信すると、次のイベントが発生します。

1 平均キューサイズが計算されます。

2 平均が最低キューしきい値未満の場合は、到着したパケットはキューイングされます。

3 平均値がそのトラフィックタイプの最小キューしきい値と、インターフェイスの最大しきい値

の間の場合、そのトラフィックタイプのパケットドロップ確率に応じて、パケットはドロッ

プされるか、キューに保存されます。

4 平均キューサイズが最大しきい値を超える場合、パケットはドロップします。

WREDは TCP/IPなどの適応型トラフィックに有効です。TCPでは、破棄されたパケットは輻
輳を示しているため、パケットの発信元は伝送レートを低くします。他のプロトコルでは、パ

ケットの発信元は応答しないか、または破棄されたパケットを同じレートで再送信します。こ

のため、パケットを破棄しても輻輳は削減されません。WREDは非 IPトラフィックを優先度
0の最低優先順位として扱います。そのため、非 IPトラフィックは IPトラフィックよりもド
ロップされる可能性が高くなります。

（注）

random-detectインターフェイスコンフィギュレーションコマンドでWREDをイネーブルにする
と、パラメータはデフォルト値に設定されます。加重係数は 9です。すべての precedenceについ
て、マーク確率値は10で、最大しきい値は、インターフェイスの出力バッファリング容量と送信
速度に基づいています。

デフォルトの最小しきい値は precedenceによって変わります。IP precedence 0の最小しきい値は、
最大しきい値の半分に相当します。残りの precedenceの値は、均等な間隔で、最大しきい値の半
分と最大しきい値の間に含まれます。

デフォルトのWREDパラメータ値は、最高の使用可能データに基づきます。値を変更するこ
とでアプリケーションに利点があると判断した場合を除き、パラメータのデフォルト値を変更

しないことを推奨します。

（注）

WRED の設定方法

WRED のイネーブル化

目的コマンド

WREDをイネーブルにします。
Router(config-if)# random-detect

   QoS：輻輳回避設定ガイド
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WRED パラメータの変更

目的コマンド

平均キュー長の計算に使用する加重係数を設定

します。
Router(config-if)# random-detect
exponential-weighting-constant exponent

特定の IP precedenceを持つパケットのパラメー
タを設定します。IP precedence 0の最小しきい
値は、インターフェイスの最大しきい値の半分

に相当します。precedenceごとにこのコマンド
を繰り返します。WREDではなく REDを設定
するには、各 precedenceに同じパラメータを使
用します。

Router(config-if)# random-detect precedence
precedence min-threshold max-threshold
mark-prob-denominator

WRED のモニタリング

目的コマンド

キュー内のパケットのヘッダー情報を表示しま

す。
Router# show queue interface-type
interface-number

インターフェイス上の特定の仮想回線（VC）
のWRED統計情報を表示します。

Router# show queueing interface
interface-number [vc [[vpi/] vci]]

WREDのキューイング設定を表示します。
Router# show queueing random-detect

インターフェイス上のWRED設定を表示しま
す。

Router# show interfaces [type slot | port-adapter
| port]

QoS：輻輳回避設定ガイド
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WRED の設定例

WRED の設定例
次に、デフォルトのパラメータ値でWREDをイネーブルにする例を示します。

interface Serial5/0
description to qos1-75a
ip address 200.200.14.250 255.255.255.252
random-detect

show interfacesコマンドの出力を使用して、設定を確認します。「Queueing strategy」レポートに
は、「ランダム早期検（RED）」がリストされます。

Router# show interfaces serial 5/0
Serial5/0 is up, line protocol is up
Hardware is M4T
Description: to qos1-75a
Internet address is 200.200.14.250/30
MTU 1500 bytes, BW 128 Kbit, DLY 20000 usec,

reliability 255/255, txload 1/255, rxload 237/255
Encapsulation HDLC, crc 16, loopback not set
Keepalive not set
Last input 00:00:15, output 00:00:00, output hang never
Last clearing of "show interface" counters 00:05:08
Input queue: 0/75/0 (size/max/drops); Total output drops: 1036
Queueing strategy: random early detection(RED)
5 minutes input rate 0 bits/sec, 2 packets/sec
5 minutes output rate 119000 bits/sec, 126 packets/sec

594 packets input, 37115 bytes, 0 no buffer
Received 5 broadcasts, 0 runts, 0 giants, 0 throttles
0 input errors, 0 CRC, 0 frame, 0 overrun, 0 ignored, 0 abort
37525 packets output, 4428684 bytes, 0 underruns
0 output errors, 0 collisions, 0 interface resets
0 output buffer failures, 0 output buffers swapped out
0 carrier transitions DCD=up DSR=up DTR=up RTS=up CTS=up

showqueueコマンドの出力を使用して、インターフェイスキューの現在の内容を表示します。ド
ロップが発生した後にすべての IP precedenceのパケットを配置するキューは 1つだけです。5パ
ケットのうち 3パケットのみを示すために、出力を省略しました。

Router# show queue serial 5/0

Output queue for Serial5/0 is 5/0
Packet 1, linktype: ip, length: 118, flags: 0x288
source: 190.1.3.4, destination: 190.1.2.2, id: 0x0001, ttl: 254,
TOS: 128 prot: 17, source port 11111, destination port 22222
data: 0x2B67 0x56CE 0x005E 0xE89A 0xCBA9 0x8765 0x4321

0x0FED 0xCBA9 0x8765 0x4321 0x0FED 0xCBA9 0x8765
Packet 2, linktype: ip, length: 118, flags: 0x288
source: 190.1.3.5, destination: 190.1.2.2, id: 0x0001, ttl: 254,
TOS: 160 prot: 17, source port 11111, destination port 22222
data: 0x2B67 0x56CE 0x005E 0xE89A 0xCBA9 0x8765 0x4321

0x0FED 0xCBA9 0x8765 0x4321 0x0FED 0xCBA9 0x8765
Packet 3, linktype: ip, length: 118, flags: 0x280
source: 190.1.3.6, destination: 190.1.2.2, id: 0x0001, ttl: 254,
TOS: 192 prot: 17, source port 11111, destination port 22222
data: 0x2B67 0x56CE 0x005E 0xE89A 0xCBA9 0x8765 0x4321

0x0FED 0xCBA9 0x8765 0x4321 0x0FED 0xCBA9 0x8765

   QoS：輻輳回避設定ガイド
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show queueingコマンドの出力を使用して、各 precedenceの現在の設定を表示します。また、デ
フォルトの最小しきい値は、最大しきい値の半分と最大しきい値の間で均等の間隔です。しきい

値はパケットカウントを単位として指定します。

Router# show queueing
Current random-detect configuration:

Serial5/0
Queueing strategy:random early detection (WRED)
Exp-weight-constant:9 (1/512)
Mean queue depth:28

Class Random Tail Minimum Maximum Mark
drop drop threshold threshold probability

0 330 0 20 40 1/10
1 267 0 22 40 1/10
2 217 0 24 40 1/10
3 156 0 26 40 1/10
4 61 0 28 40 1/10
5 6 0 31 40 1/10
6 0 0 33 40 1/10
7 0 0 35 40 1/10
rsvp 0 0 37 40 1/10

パラメータ設定 WRED の例
次に、インターフェイスでWREDをイネーブルにし、異なる IP precedenceにパラメータを指定す
る例を示します。

interface Hssi0/0/0
description 45Mbps to R1
ip address 10.200.14.250 255.255.255.252
random-detect
random-detect precedence 0 32 256 100
random-detect precedence 1 64 256 100
random-detect precedence 2 96 256 100
random-detect precedence 3 120 256 100
random-detect precedence 4 140 256 100
random-detect precedence 5 170 256 100
random-detect precedence 6 290 256 100
random-detect precedence 7 210 256 100
random-detect precedence rsvp 230 256 100

重み付けランダム早期検出の設定に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

QoS：輻輳回避設定ガイド
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表 2：重み付けランダム早期検出の設定に関する機能情報

機能情報リリース機能名

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

CBWFQについては、
「Configuring
Weighted Fair
Queueing」モジュー
ルを参照してくださ

い。

（注）

Cisco IOS XE Release 2.1クラスベース重み付け均等化

キューイング（CBWFQ）およ
び重み付けランダム早期検出

（WRED）

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1ランダム早期検出（RED）

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1重み付けランダム早期検出

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

Cisco IOS XE Release 2.1WRED
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第 5 章

バイトベースの重み付けランダム早期検出

このモジュールでは、バイトベースの重み付けランダム早期検出（WRED）をイネーブルにし
て、バイトベースのキュー制限とWREDしきい値を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 21 ページ

• バイトベースの重み付けランダム早期検出の制約事項, 21 ページ

• バイトベースの重み付けランダム早期検出に関する情報, 22 ページ

• バイトベースの重み付けランダム早期検出を設定する方法, 22 ページ

• バイトベースの重み付けランダム早期検出の設定例, 33 ページ

• その他の参考資料, 34 ページ

• バイトベースの重み付けランダム早期検出の機能情報, 35 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

バイトベースの重み付けランダム早期検出の制約事項
• WREDは、ほとんどのトラフィックがTCP/IPトラフィックである場合にだけ有用です。TCP
では、破棄されたパケットは輻輳を示しているため、パケットの発信元は伝送レートを低く

QoS：輻輳回避設定ガイド
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します。他のプロトコルでは、パケットの発信元は応答しないか、または破棄されたパケッ

トを同じレートで再送信します。このため、パケットを破棄しても輻輳は削減されません。

• queue-limitがミリ秒単位またはパケット単位で設定されているクラスでは、バイトベースの
WREDを設定できません。

バイトベースの重み付けランダム早期検出に関する情報

WRED 機能の変更
この機能により、WREDの機能が拡張されます。以前のリリースでは、パケット数に基づいて
WREDのアクションを指定していました。バイトベースのWREDでは、バイト数に基づいて
WREDのアクションを指定できます。

キュー制限と WRED しきい値の変更
Cisco IOS XE Release 2.4の Cisco ASR 1000シリーズのアグリゲーションサービスルータでは、
キュー制限とWREDしきい値の両方の設定単位としてバイト単位の追加がサポートされていま
す。したがって、このリリースでは、いくつかの制限がありますが、パケットベースとバイトベー

スの両方の制限を設定できます。

バイトベースの重み付けランダム早期検出を設定する方

法

バイトベースの WRED の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. class-mapclass-map-name
4. matchipprecedenceip-precedence-value
5. exit
6. policy-mappolicy-name
7. classclass-name
8. random-detect
9. random-detectprecedenceprecedencemin-thresholdbytesmax-thresholdbytesmark-prob-denominator

   QoS：輻輳回避設定ガイド
22

バイトベースの重み付けランダム早期検出

バイトベースの重み付けランダム早期検出に関する情報



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモー
ドをイネーブルに

します。

enable

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   

•パスワード
を入力しま

す（要求さ

れた場

合）。

グローバルコン

フィギュレーショ

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   
ンモードを開始

します。

トラフィックク

ラスのユーザ定義

名を指定します。

class-mapclass-map-name

例：

Router(config)# class-map c1

ステッ

プ 3   

一致基準として使

用する IP
matchipprecedenceip-precedence-value

例：

Router(config-cmap)# match ip precedence 1

ステッ

プ 4   
precedence値を最
大 8個指定しま
す。

class-mapコン
フィギュレーショ

exit

例：

Router(config-cmap)# exit

ステッ

プ 5   
ンモードを終了

します。

設定するトラ

フィックポリ

policy-mappolicy-name

例：

Router(config)# policy-map p1

ステッ

プ 6   
シーの名前を指定

します。

定義済みのトラ

フィッククラス

classclass-name

例：

Router(config-pmap)# class c1

ステッ

プ 7   
の名前を指定しま

す。この名前は、

トラフィックをト

ラフィックポリ

QoS：輻輳回避設定ガイド
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目的コマンドまたはアクション

シーに分類するた

めに使用する

class-mapコマン
ドを使用して設定

されています。

WREDをイネー
ブルにします。

random-detect

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect

ステッ

プ 8   

特定の IP
precedenceを持つ

random-detectprecedenceprecedencemin-thresholdbytesmax-thresholdbytesmark-prob-denominator

例：

ステッ

プ 9   
バイトのパラメー

タを設定します。

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect precedence 1 2000 bytes 3000 bytes 200

キュー項目数と WRED しきい値の設定

はじめる前に

キュー項目数とWREDしきい値を設定する場合は、次の条件を満たしている必要があります。

•バイトベースモードを設定する場合は、キュー制限を設定してからWREDしきい値を設定
し、サービスポリシーを適用する必要があります。

•拡張 QoSポリシー集約設定でキュー項目数とWREDしきい値を設定する場合は、サブイン
ターフェイスポリシーマップのデフォルトクラスと、メインインターフェイスポリシー

マップの任意のクラスでだけ制限がサポートされます。

   QoS：輻輳回避設定ガイド
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キュー項目数とWREDしきい値を設定する場合は、次の制約事項を考慮してください。（注）

•トラフィッククラスのキューイング機能を設定する前に、キュー制限単位を設定しない
でください。

•キュー制限を設定しない場合、デフォルトモードはパケット単位になります。

• WREDしきい値を設定する場合は、次の制約事項が適用されます。

• WREDしきい値では、キュー制限と同じ単位を使用する必要があります。たとえば、
キュー制限がパケット単位の場合、WREDしきい値もパケット単位にする必要があ
ります。

•キュー制限をバイト単位に設定しない場合、デフォルトモードはパケット単位にな
るため、WREDしきい値もパケット単位に設定する必要があります。

•キュー制限のサイズは、WREDしきい値よりも大きくする必要があります。

•サービスポリシーを適用した後は、キュー制限またはWREDしきい値のいずれの単位
モードも、動的に変更できなくなります。

>

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-name
5. qos-queueing-feature
6. queue-limitqueue-limit-size [bytes | packets]
7. random-detect [dscp-based | prec-based]
8. 次のいずれかを実行します。

• random-detectdscp dscp-value {min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} [max-probability-denominator]

•
•
• random-detectprecedence precedence {min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} max-probability-denominator

QoS：輻輳回避設定ガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

設定または変更するトラフィックポリシーの名前を指定

し、policy-mapコンフィギュレーションモードを開始しま
す。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map main-interface

ステップ 3   

トラフィッククラスの名前を指定し、policy-map classコン
フィギュレーションモードを開始します。

classclass-name

例：

Router(config-pmap)# class AF1

ステップ 4   

QoSコンフィギュレーションコマンドを入力します。現
在サポートされているキューイング機能には、bandwidth、
priority、shapeなどがあります。

qos-queueing-feature

例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth
remaining ratio 90

ステップ 5   

このステップでは、複数のQoSキューイングコ
マンドを入力できます。ただし、キュー制限と

WREDしきい値の依存関係のため、キュー制限
を設定した後にWREDを設定する必要がありま
す。

（注）

キューがこのクラス用に保持できるバイトまたはパケット

の最大数を指定します（1～ 8192000）。
queue-limitqueue-limit-size [bytes | packets]

例：

Router(config-pmap-c)# queue-limit 547500
bytes

ステップ 6   

DSCPベースモードまたは precedenceベースモードのいず
れかでWREDをイネーブルにします。

random-detect [dscp-based | prec-based]

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect
dscp-based

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

特定の DSCP値または IP precedenceのWREDパラメータ
を設定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 8   

• random-detectdscp dscp-value
{min-thresholdmax-threshold | queue-limit単位もパケットである場合（デフォ

ルト）、bytesキーワードを指定せずに
min-thresholdmax-threshold引数を使用して、パ
ケットベースのしきい値を設定します。または、

queue-limit単位がバイト単位に設定されている
場合は、bytesキーワードを指定してこれらの引
数を使用します。

（注）

min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
[max-probability-denominator]

•
•
• random-detectprecedence precedence
{min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
max-probability-denominator

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect
precedence 8 750000 bytes 750000 bytes

例

次の例は、一部の制約事項を示すために正しい設定と無効な設定の両方を使用しています。

正しい設定

次の例は正しい設定方法を示しており、トラフィッククラスに対して bandwidthremainingratio
キューイング機能を設定した後に、キュー制限をバイトモードで設定しています。

class AF1
bandwidth remaining ratio 90
queue-limit 750000 bytes

無効な設定

次の例は無効な設定方法を示しており、トラフィッククラスに対して bandwidthremainingratio
キューイング機能を設定する前に、キュー制限をバイトモードで設定しています。

class AF1
queue-limit 750000 bytes
bandwidth remaining ratio 90
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正しい設定

次の例は正しい設定方法を示しており、トラフィッククラスに対して bandwidthremainingratio
キューイング機能を設定し、キュー制限をバイトモードで設定した後に、WREDしきい値を互換
性のあるバイトモードで設定しています。

class AF1
bandwidth remaining ratio 90
queue-limit 750000 bytes
random-detect dscp-based
random-detect dscp 8 750000 bytes 750000 bytes

無効な設定

次の例は無効な設定方法を示しており、キュー制限を設定せずに（このため、デフォルトでパケッ

トベースのキュー項目数になります）WREDしきい値をバイト単位で設定しています。したがっ
て、WREDしきい値もパケット単位にする必要があります。

class AF1
bandwidth remaining ratio 90
random-detect dscp-based
random-detect dscp 8 750000 bytes 750000 bytes
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キュー項目数と WRED しきい値の単位モードの変更

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. noservice-policyoutputpolicy-map-name
5. exit
6. policy-mappolicy-map-name
7. classclass-name
8. queue-limitqueue-limit-size [bytes | packets]
9. 次のいずれかを実行します。

• norandom-detectdscpdscp-value {min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} [max-probability-denominator]

•
•
• norandom-detectprecedenceprecedence {min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} max-probability-denominator

10. 次のいずれかを実行します。

• random-detectdscpdscp-value {min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} [max-probability-denominator]

•
•
• random-detectprecedenceprecedence {min-thresholdmax-threshold|
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes} max-probability-denominator

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

サービスポリシーを削除するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# policy-map main-interface

ステップ 3   

指定したインターフェイスに適用されているサービ

スポリシーを削除します。

noservice-policyoutputpolicy-map-name

例：

Router(config-if)# no service-policy output
main-interface-policy

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5   

変更するトラフィックポリシーの名前を指定し、

policy-mapコンフィギュレーションモードを開始し
ます。

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map
main-interface-policy

ステップ 6   

トラフィッククラスの名前を指定し、policy-mapclass
コンフィギュレーションモードを開始します。

classclass-name

例：

Router(config-pmap)# class AF1

ステップ 7   

キューがこのクラス用に保持できるバイトまたはパ

ケットの最大数を指定します（1～ 8192000）。
queue-limitqueue-limit-size [bytes | packets]

例：

Router(config-pmap-c)# queue-limit 5000
packets

ステップ 8   

前に設定した特定の DSCP値または IP precedenceの
WREDパラメータを削除します。

次のいずれかを実行します。ステップ 9   

• norandom-detectdscpdscp-value
{min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
[max-probability-denominator]
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目的コマンドまたはアクション

•
•
• norandom-detectprecedenceprecedence
{min-thresholdmax-threshold |
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
max-probability-denominator

例：

Router(config-pmap-c)# no random-detect dscp
8 750000 bytes 750000 bytes

特定の DSCP値または IP precedenceのWREDパラ
メータを設定します。

次のいずれかを実行します。ステップ 10   

• random-detectdscpdscp-value
{min-thresholdmax-threshold | queue-limit単位もパケットである場合（デ

フォルト）、bytesキーワードを指定せず
に min-thresholdmax-threshold引数を使用し
て、パケットベースのしきい値を設定しま

す。または、queue-limit単位がバイト単位
に設定されている場合は、bytesキーワー
ドを指定してこれらの引数を使用します。

（注）

min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
[max-probability-denominator]

•
•
• random-detectprecedenceprecedence
{min-thresholdmax-threshold|
min-thresholdbytesmax-thresholdbytes}
max-probability-denominator

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect dscp 8
4000 4000

例

次の例は、サービスポリシーをインターフェイスに適用した後に、キュー項目数とWREDしきい
値をパケットベースの値に変更する方法を示しています。

interface GigabitEthernet1/2/0
no service-policy output main-interface-policy
end
policy-map main-interface-policy
class AF1
queue-limit 5000 packets
no random-detect dscp 8 750000 bytes 750000 bytes
random-detect dscp 8 4000 4000
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バイトベースの WRED の設定の確認

手順の概要

1. showpolicy-map
2. show policy-map interface

手順の詳細

ステップ 1 showpolicy-map
show policy-map

例：

Router# show policy-map
Policy Map pol1
Class class c1

Bandwidth 10 (%)
exponential weight 9

class min-threshold(bytes) max-threshold(bytes) mark-probability
-------------------------------------------------------------------

0 - - 1/10
1 20000 30000 1/10
2 - - 1/10
3 - - 1/10
4 - - 1/10
5 - - 1/10
6 - - 1/10
7 - - 1/10
rsvp - - 1/10

ステップ 2 show policy-map interface

例：

Router# show policy-map interface
serial3/1
Service-policy output: pol
Class-map: silver (match-all)
366 packets, 87840 bytes
30 second offered rate 15000 bps, drop rate 300 bps
Match: ip precedence 1
Queueing
Output Queue: Conversation 266
Bandwidth 10 (%)
(pkts matched/bytes matched) 363/87120
depth/total drops/no-buffer drops) 147/38/0
exponential weight: 9
mean queue depth: 25920
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob
(bytes) (bytes)

0 0/0 0/0 0/0 20000 40000 1/10
1 328/78720 38/9120 0/0 22000 40000 1/10
2 0/0 0/0 0/0 24000 40000 1/10
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3 0/0 0/0 0/0 26000 40000 1/10
4 0/0 0/0 0/0 28000 40000 1/10

バイトベースの重み付けランダム早期検出の設定例

バイトベースの WRED の設定例
次の例は、wred-policyというサービスポリシーを示しています。このポリシーは、prec2という
クラスとデフォルトクラスに対してバイトベースのWREDを設定します。その後、このポリシー
はファストイーサネットインターフェイス 0/0/1に適用されます。

policy wred-policy
class prec2
bandwidth 1000
random-detect
random-detect precedence 2 100 bytes 200 bytes 10

class class-default
random-detect
random-detect precedence 4 150 bytes 300 bytes 15
random-detect precedence 6 200 bytes 400 bytes 5

interface fastethernet0/0/1
service-policy output wred-policy

次の例は、イーサネットインターフェイス 0/0/1に適用されているサービスポリシーに関するバ
イトベースのWREDの結果を示しています。

Router# show policy-map interface
Ethernet0/0/1
Service-policy output: wred-policy (1177)
Class-map: prec2 (match-all) (1178/10)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: ip precedence 2 (1179)
Queueing
queue limit 62500 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0
bandwidth 1000 (kbps)
Exp-weight-constant: 9 (1/512)
Mean queue depth: 0 bytes
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob
bytes bytes

0 0/0 0/0 0/0 15625 31250 1/10
1 0/0 0/0 0/0 17578 31250 1/10
2 0/0 0/0 0/0 100 200 1/10
3 0/0 0/0 0/0 21484 31250 1/10
4 0/0 0/0 0/0 23437 31250 1/10
5 0/0 0/0 0/0 25390 31250 1/10
6 0/0 0/0 0/0 27343 31250 1/10
7 0/0 0/0 0/0 29296 31250 1/10
Class-map: class-default (match-any) (1182/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1183)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps
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queue limit 562500 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0
Exp-weight-constant: 9 (1/512)
Mean queue depth: 0 bytes
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob
bytes bytes

0 0/0 0/0 0/0 140625 281250 1/10
1 0/0 0/0 0/0 158203 281250 1/10
2 0/0 0/0 0/0 175781 281250 1/10
3 0/0 0/0 0/0 193359 281250 1/10
4 0/0 0/0 0/0 150 300 1/15
5 0/0 0/0 0/0 228515 281250 1/10
6 0/0 0/0 0/0 200 400 1/5
7 0/0 0/0 0/0 263671 281250 1/10

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド

「Modular Quality of Service Command-Line
Interface」モジュール

Modular QoS CLI

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

バイトベースの重み付けランダム早期検出の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：バイトベースの重み付けランダム早期検出の機能情報

機能情報リリース機能名

バイトベースの重み付けランダ

ム早期検出機能によって、

WREDの機能が拡張されます。
以前のリリースでは、パケット

数に基づいてWREDのアク
ションを指定していました。バ

イトベースのWREDでは、バ
イト数に基づいてWREDのア
クションを指定できます。

この機能は、CiscoASR1000シ
リーズルータに追加されまし

た。

random-detect、
random-detectprecedence、
showpolicy-map、
showpolicy-mapinterfaceの各コ
マンドが導入または変更されま

した。

Cisco IOS XE Release 2.4バイトベースの重み付けランダ

ム早期検出
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第 6 章

WRED 明示的輻輳通知

• 機能情報の確認, 37 ページ

• WRED明示的輻輳通知の前提条件, 37 ページ

• WRED明示的輻輳通知に関する情報, 38 ページ

• WRED明示的輻輳通知の設定方法, 40 ページ

• WRED明示的輻輳通知の設定例, 43 ページ

• その他の参考資料, 45 ページ

• WRED明示的輻輳通知の機能情報, 46 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

WRED 明示的輻輳通知の前提条件
ECNは、モジュラ QoSコマンドラインインターフェイス（MQC）を使用して設定する必要があ
ります。MQCの詳細については、「Applying QoS Features Using theMQC」モジュールを参照して
ください。
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WRED 明示的輻輳通知に関する情報

WRED - 明示的輻輳通知機能の概要
現在、Transmission Control Protocol（TCP）の輻輳管理と回避アルゴリズムは、ベストエフォート
型サービスモデルを使用してデータを送信するネットワークの輻輳を適切に示すのはパケット損

失であるという概念に基づいています。ネットワークがベストエフォート型サービスモデルを使

用する場合、ネットワークは信頼性、遅延限界、スループットを保証せずに、可能であればデー

タを配信します。ただし、これらのアルゴリズムとベストエフォート型サービスモデルは、遅延

やパケット損失の影響を受ける用途には適していません（例：Telnet、Webブラウジング、音声お
よびビデオデータなどの双方向トラフィック転送）。Weighted Random Early Detection（WRED）
および明示的輻輳通知（ECN）は、この問題の解決に役立ちます。

RFC 3168「IPへの明示的輻輳通知（ECN）の追加（The Addition of Explicit Congestion Notification
(ECN) to IP）」は、インターネットインフラにアクティブキュー管理（例：WRED）を追加する
と、ルータは輻輳の兆候としてパケット損失に限定されなくなることを示しています。

WRED の仕組み
WREDは、輻輳の早期検出を可能にし、複数のトラフィッククラスを処理する手段を提供しま
す。WREDでは、ルータで輻輳が発生し始めると、よりプライオリティが低いトラフィックを選
択的に廃棄し、異なるサービスクラスに対して差別化したパフォーマンス特性を提供できます。

また、グローバル同期に対して保護されます。グローバル同期は輻輳の波が頂点に達すると発生

し、その後は転送リンクが容量いっぱいまで使用されない時間が続きます。そのため、WREDは
輻輳の発生が予測される出力インターフェイスやルータで役立ちます。

WREDはネットワークのコアルータで実行されます。エッジルータは、パケットがネットワーク
に入ると IP優先順位をパケットに割り当てます。WREDでは、コアルータはこれらの優先順位
を使用して、異なる種類のトラフィックの処理方法を決定します。WREDは個別のしきい値と重
み付けを、それぞれの IP優先順位に使用し、ネットワークは異なるトラフィックの種類でのパ
ケットのドロップに対し、異なるサービス品質を実現できます。標準的なトラフィックは、輻輳

時には、優先度の高いトラフィックよりも頻繁にドロップされる可能性があります。

WREDの詳細情報については、『CongestionAvoidanceOverview（輻輳回避の概要）』モジュール
を参照してください。

ECN による WRED 機能の拡張
WREDは、輻輳を示す、特定のしきい値を超える平均キュー長に基づいてパケットをドロップし
ます。ECNはWREDの拡張で、平均キュー長が特定のしきい値を超えた場合にパケットをドロッ
プせずにマーキングします。WRED明示的輻輳通知機能を設定すると、ルータとエンドホスト
は、このマーキングをネットワークの輻輳によってパケットの送信速度が低下していることを示

す警告として使用します。
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RFC 3168『TheAdditionofExplicitCongestionNotification(ECN)toIP』に記述されているように、ECN
を実装するには、ECN専用フィールドで ECN対応転送（ECT）ビットと CE（Congestion
Experienced）ビットの 2つのビットが IPヘッダに含まれている必要があります。ECTビットと
CEビットを使用して、00から 11の 4つの ECNフィールドの組み合わせを作成できます。最初
の数字は ECTビットで、2番目の数字は CEビットです。次の表は、ECNフィールドの ECTと
CEビットの組み合わせの設定一覧と、その組み合わせの意味を示しています。

表 4：ECN ビットの設定

組み合わせが示す内容CE ビットECT ビット

ECN対応ではない00

転送プロトコルのエンドポイントが

ECN対応
10

転送プロトコルのエンドポイントが

ECN対応
01

Congestion experienced11

ECNのフィールドの組み合わせ 00は、パケットが ECNを使用していないことを示します。

ECNのフィールドの組み合わせ 01と 10（それぞれ着信側 ECT（1）と ECT（0））は、データの
送信側によって設定され、転送プロトコルのエンドポイントがECN対応であることを示します。
ルータは、これらの 2つのフィールドの組み合わせを同様に取り扱います。データの送信元は、
これらの 2つの組み合わせの 1つまたは両方を使用できます。これらの 2つのフィールドの組み
合わせ、および組み合わせて使用する意味の詳細については、RFC 3168
『TheAdditionofExplicitCongestionNotification(ECN)toIP』を参照してください。

ECNフィールドの組み合わせ 11は、エンドポイントに対する輻輳を示します。ルータの満杯の
キューに到着するパケットはドロップされます。

ECN がイネーブルのときパケットはどのように処理されるか
•キュー内のパケット数が最小しきい値未満の場合、パケットが送信されます。これは ECN
がイネーブルになっているかどうかに関係なく実行されます。この処理は、ネットワーク上

でWREDだけが使用されている場合、パケットが受けるのと同一の処理です。

•キュー内のパケット数が最小しきい値と最大しきい値の間の場合、次の 3つのシナリオのい
ずれかになる可能性があります。

•パケットの ECNのフィールドにエンドポイントが ECN対応であることが示されている
（つまり、ECTビットが 1およびCEビットが 0に設定されているか、または ECTビッ
トが 0および CEビットが 1に設定されている）場合、およびWREDアルゴリズムに
よってパケットが廃棄確率に基づいてドロップされると判断される場合には、パケット

の ECTビットと CEビットが 1に変更され、パケットが送信されます。これは、ECN
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がイネーブルであり、パケットがドロップされる代わりにマークされているために発生

します。

•パケットの ECNのフィールドによって、どちらのエンドポイントも ECN対応ではない
ことが示されている（つまり、ECTビットが 0に設定され、CEビットが 0に設定され
ている）場合、パケットは、WRED廃棄確率に基づいてドロップされる可能性がありま
す。これは、ルータ上で ECNを設定せずにWREDがイネーブル化されている場合に、
パケットが受けるのと同一の処理です。

•パケットの ECNのフィールドに、ネットワークで輻輳が発生していることが示されて
いる（つまり、ECTビットと CEビットの両方が 1に設定されている）場合、パケット
が送信されます。これ以上のマーキングは必要ありません。

•キュー内のパケット数が最小しきい値を上回っている場合、パケットはドロップ確率に基づ
いてドロップされます。これは、ルータ上で ECNを設定せずにWREDがイネーブル化され
ている場合に、パケットが受けるのと同一の処理です。

WRED 明示的輻輳通知の利点

改善された輻輳回避の方法

この機能では、伝送用のパケットをキューからドロップするのではなく、ネットワークで後から

マーキングできるようにして、輻輳回避の方法が改善されます。伝送用のパケットを後でマーキ

ングすると、遅延またはパケット損失の影響を受けるアプリケーションに適応して、スループッ

トとアプリケーションパフォーマンスが向上します。

拡張されたキュー管理

現在、ドロップされたパケットは、キューが満杯で、ネットワークに輻輳が発生していることを

示します。ネットワークに輻輳が発生した場合、この機能を使用すると、ネットワークはCEビッ
トを使用してパケットの IPヘッダーにマーク付けすることができます。このマーキングによっ
て、順々に、適切な輻輳回避機能がトリガーされ、ネットワークはデータキューをよりよく管理

できます。この機能を使用すると、キューがオーバーフローしてパケットがドロップされる前に、

ECN対応ルータとエンドホストが輻輳に対応でき、キューの管理が向上します。

WRED 明示的輻輳通知の設定方法

明示的輻輳通知の設定

ECNを設定するには、次の手順を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class{class-name| class-default}
5. bandwidth {bandwidth-kbps | percent percent
6. random-detect
7. random-detectecn
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

1つ以上のインターフェイスに対応付けることができるポリ
シーマップを作成または修正し、サービスポリシーを指定し

policy-mappolicy-map-name

例：

Router(config)# policy-map policy1

ステップ 3   

ます。QoSポリシーマップコンフィギュレーションモードを
開始します。

•ポリシーマップの名前を入力します。

作成または変更するポリシーのクラス名を指定するか、ポリ

シーを指定する前にデフォルトクラス（一般に class-default
class{class-name| class-default}

例：

Router(config-pmap)# class
class-default

ステップ 4   

クラスといいます）を指定します。ポリシーマップクラスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

•クラス名を入力するか、class-defaultキーワードを入力
します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯域幅（kbps単
位またはパーセンテージ）を指定または変更します。

bandwidth {bandwidth-kbps | percent
percent

例：

Router(config-pmap-c)#

ステップ 5   

•帯域幅をKB/秒で入力するか、または帯域幅の割合を入
力します。

bandwidth percent 35

WREDまたは分散型WRED（dWRED）をイネーブルにしま
す。

random-detect

例：

Router(config-pmap-c)#

ステップ 6   

random-detect

ECNをイネーブルにします。random-detectecn

例：

Router(config-pmap-c)#

ステップ 7   

random-detect ecn

（任意）ポリシーマップクラスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

end

例：

Router(config-pmap-c)#

ステップ 8   

end

明示的輻輳通知の設定の確認

ECN設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順の概要

1. enable
2. showpolicy-map
3. showpolicy-mapinterface
4. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ECNがイネーブルであると、指定のポリシーマップに
ECNマーキング情報が表示されます。

showpolicy-map

例：

Router# show policy-map

ステップ 2   

ECNがイネーブルであると、指定のインターフェイスに
ECNマーキング情報が表示されます。

showpolicy-mapinterface

例：

Router# show policy-map interface

ステップ 3   

（任意）特権 EXECモードを終了します。end

例：

Router#

ステップ 4   

end

WRED 明示的輻輳通知の設定例

ECN の有効化の例
次に、pol1という名前のポリシーマップで ECNをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# policy-map pol1
Router(config-pmap)# class class-default
Router(config-pmap-c)# bandwidth per 70
Router(config-pmap-c)# random-detect
Router(config-pmap-c)# random-detect ecn
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ECN 設定の確認例
次は、show policy-mapコマンドのサンプル出力です。出力に含まれる「explicit congestion
notification」という語（およびECNマーキング情報）はECNがイネーブルにされていることを示
します。

Router# show policy-map
Policy Map pol1
Class class-default
Weighted Fair Queueing

Bandwidth 70 (%)
exponential weight 9
explicit congestion notification
class min-threshold max-threshold mark-probability
----------------------------------------------------------
----------------------------------------------------------

0 - - 1/10
1 - - 1/10
2 - - 1/10
3 - - 1/10
4 - - 1/10
5 - - 1/10
6 - - 1/10
7 - - 1/10
rsvp - - 1/10

次は、showpolicy-map interfaceコマンドのサンプル出力です。出力に含まれる「explicit congestion
notification」という語は ECNがイネーブルにされていることを示します。

Router# show policy-map interface
Serial4/1
Serial4/1
Service-policy output:policy_ecn

Class-map:prec1 (match-all)
1000 packets, 125000 bytes
30 second offered rate 14000 bps, drop rate 5000 bps
Match:ip precedence 1
Weighted Fair Queueing
Output Queue:Conversation 42
Bandwidth 20 (%)
Bandwidth 100 (kbps)
(pkts matched/bytes matched) 989/123625

(depth/total drops/no-buffer drops) 0/455/0
exponential weight:9
explicit congestion notification
mean queue depth:0

class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark
pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes threshold threshold probability

0 0/0 0/0 0/0 20 40 1/10
1 545/68125 0/0 0/0 22 40 1/10
2 0/0 0/0 0/0 24 40 1/10
3 0/0 0/0 0/0 26 40 1/10
4 0/0 0/0 0/0 28 40 1/10
5 0/0 0/0 0/0 30 40 1/10
6 0/0 0/0 0/0 32 40 1/10
7 0/0 0/0 0/0 34 40 1/10

rsvp 0/0 0/0 0/0 36 40 1/10
class ECN Mark

pkts/bytes
0 0/0
1 43/5375
2 0/0
3 0/0
4 0/0
5 0/0
6 0/0
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7 0/0
rsvp 0/0

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

MQC

「Congestion Avoidance Overview」モジュール輻輳回避の概念

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。
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RFC

タイトルRFC

『InternetPerformanceRecommendation』RFC 2309

『PerformanceEvaluationofExplicitCongestionNotification
(ECN)inIPNetworks』

RFC 2884

『TheAdditionofExplicitCongestionNotification(ECN)toIP』RFC 3168

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

WRED 明示的輻輳通知の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 5：WRED 明示的輻輳通知の機能情報

機能の設定情報ソフトウェアリリース機能名

現在、Transmission Control
Protocol（TCP）の輻輳管理と
回避アルゴリズムは、ベストエ

フォート型サービスモデルを

使用してデータを送信するネッ

トワークの輻輳を適切に示すの

はパケット損失であるという概

念に基づいています。ネット

ワークがベストエフォート型

サービスモデルを使用する場

合、ネットワークは信頼性、遅

延限界、スループットを保証せ

ずに、可能であればデータを配

信します。ただし、これらのア

ルゴリズムとベストエフォート

型サービスモデルは、遅延や

パケット損失の影響を受ける用

途には適していません（例：

Telnet、Webブラウジング、音
声およびビデオデータなどの

双方向トラフィック転送）。
Weighted RandomEarly Detection
（WRED）および明示的輻輳通
知（ECN）は、この問題の解決
に役立ちます。

次のコマンドが導入または変更

されました。

random-detectecn、
showpolicy-map、
showpolicy-mapinterface

Cisco IOS XE Release 2.1WRED明示的輻輳通知
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第 7 章

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間
ベースしきい値

WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値の機能を使用すると、重み付けラン
ダム早期検出（WRED）の最小および最大しきい値またはキュー制限のしきい値をミリ秒（ms）
単位で指定できます。以前は、これらのしきい値は、パケットまたはバイト単位でしか指定でき

ませんでした。現在は、3つの測定単位をすべて使用できます。しきい値制限をポリシーマップ
で設定した後は、帯域幅の量が異なるものを含めて複数のインターフェイスでポリシーマップ

を使用できます。

• 機能情報の確認, 49 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値の前提条件, 50 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値の制約事項, 50 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値に関する情報, 50 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値を設定する方法, 53 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値の設定例, 60 ページ

• その他の参考資料, 64 ページ

• WREDおよびキュー制限に関する QoS時間ベースしきい値の機能情報, 65 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値の前提条件

この機能を設定する前に、トラフィッククラスを設定する必要があります。また、ポリシーマッ

プが存在している必要があります。（適切な一致基準を指定する）トラフィッククラスとポリ

シーマップを作成するには、モジュラ Quality of Service（QoS）コマンドラインインターフェイ
ス（MQC）を使用します。

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値の制約事項

この機能を使用すると、WREDしきい値またはキュー制限のしきい値をパケット（デフォルトの
測定単位）、バイト、またはミリ秒（ms）単位で指定できます。ただし、これらの単位を混合す
ることはできません。つまり、同じクラス、同じポリシーマップで測定単位を混合することはで

きません。たとえば、特定のクラスの最小しきい値をミリ秒単位で指定した場合は、そのクラス

の最大しきい値もミリ秒単位で指定する必要があります。

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値に関する情報

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい値の利点

追加の測定単位で指定されたキュー制限のしきい値

以前は、WREDのしきい値およびキュー制限のしきい値は、パケットまたはバイト単位でしか指
定できませんでした。この機能を使用すると、しきい値をパケット、バイトまたはミリ秒単位で

指定できます。これらの追加の測定単位によって、さらなる柔軟性が提供され、設定を微調整す

ることができます。

ポリシーマップは複数のインターフェイスで必要に応じて再利用できます

WREDおよびキュー制限のしきい値は、ポリシーマップで指定され、設定されます。しきい値制
限をポリシーマップで設定した後は、帯域幅の量が異なるものを含めて複数のインターフェイス
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でポリシーマップを使用できます。これは、特定のインターフェイスで、あるクラスの帯域幅が

使用可能な全帯域幅のパーセンテージとして指定されている場合に特に有用です。

WRED を使用したしきい値の設定
WREDは、輻輳回避メカニズムです。WREDは、ランダム早期検出（RED）アルゴリズムの機能
を IP Precedence機能と統合して、優先順位の高いパケットの優先的なトラフィック処理を実現し
ます。WREDでは、インターフェイスで輻輳が発生し始めると、優先順位が低いトラフィックを
選択的に廃棄し、異なるサービスクラスに対して差別化したパフォーマンス特性を提供できま

す。

WREDは、キューイング戦略のような他の輻輳回避技術とは異なります。発生した輻輳をコント
ロールするのではなく、輻輳を予測し回避しようとするためです。

WREDは、random-detectコマンドを使用してイネーブルにします。その後、最小しきい値、最
大しきい値、およびマーク確率値を設定して、適切なコマンドを使用することでパケットが受信

する処理を決定できます。たとえば、random-detect precedenceコマンドを使用して、特定の IP
precedenceのしきい値を決定できます。

queue-limit コマンドを使用したしきい値の設定
queue-limitコマンドを使用すると、ポリシーマップで設定されるクラスポリシーに対してキュー
が保持できるパケットの最大数（つまり、しきい値）を指定または変更できます。クラスに属す

るパケットは、保証帯域割り当てと、トラフィッククラスの特性であるキュー制限に対応してい

ます。queue-limitコマンドを使用すると、しきい値はクラス全体の集約しきい値となります。

キューが設定されたキュー制限に達した後、そのトラフィッククラスに追加パケットが入力され

ると、ポリシーマップの設定方法に応じてテールドロップまたはWRED（設定されている場合）
が発生します。（テールドロップは輻輳を回避するための1つの手段であり、すべてのトラフィッ
クが同等に扱われ、サービスクラスの間で差別化されません。）

輻輳期間中はキューが一杯になります。出力キューが一杯でテールドロップが有効な場合、輻輳

が解消されてキューが一杯でなくなるまでパケットはドロップされます）。

テールドロップは、輻輳を回避する手段としてWREDを使用してパケットをドロップするよう、
明示的にサービスポリシーを設定しない限り、分散型クラスベース均等化キューイング

（DCBWFQ）トラフィッククラスで使用されます。サービスポリシーを構成する 1つまたは複
数のトラフィッククラスで、テールドロップの代わりにWREDを使用する場合、そのサービス
ポリシーを適用するインターフェイスにWREDが設定されていないことを確認してください。

ミリ秒キーワードを使用した random-detect コマンド
この機能を使用すると、WREDの最小および最大しきい値をミリ秒（ms）単位で指定できます。
次の表に示す random-detectコマンドで使用可能なmsキーワードを使用することで、しきい値を
ミリ秒単位で指定できます。
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表 6：ミリ秒（ms）キーワードを使用した random-detect コマンド

説明コマンド

特定のセル損失率優先度（CLP）値、またはポ
リシーマップのクラスポリシーに対する特定

の CLP値に対するWREDパラメータを設定し
ます。

random-detectclp

特定のサービスクラス（CoS）値、またはポリ
シーマップのクラスポリシーに対する特定の

CoS値に対するWREDパラメータを設定しま
す。

random-detectcos

特定の discard-class、またはポリシーマップの
クラスポリシーに対する特定の discard-classに
対するWREDパラメータを設定します。

random-detectdiscard-class

特定の DiffServコードポイント（DSCP）値、
またはポリシーマップのクラスポリシーに対

する特定の DSCP値に対するWREDパラメー
タを設定します。

random-detectdscp

特定の IP precedence、またはポリシーマップの
クラスポリシーに対する特定の IP precedence
に対するWREDパラメータを設定します。

random-detectprecedence

しきい値の測定単位の混合

この機能を使用すると、しきい値をパケット（デフォルトの測定単位）、バイト、またはミリ秒

（ms）単位で指定できます。たとえば、WREDでは、最小しきい値と最大しきい値をパケット、
バイト、またはミリ秒単位で指定できます。ただし、単位を混合することはできません。たとえ

ば、最小しきい値をミリ秒単位で指定した場合は、最大しきい値もミリ秒単位で指定する必要が

あります。

   QoS：輻輳回避設定ガイド
52

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい値
しきい値の測定単位の混合



WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値を設定する方法

WRED の有効化と WRED を使用したしきい値の指定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-name
4. class {class-nameclass-default}
5. 設定を続けるには、帯域幅を指定するか、またはトラフィックシェーピングを有効にする必要
があります。どちらかを選択します。

6. bandwidth {bandwidth-kbps | remainingpercentpercentage | percentpercentage}
7. shape [average | peak] mean-rate [burst-size] [excess-burst-size]
8. random-detect
9. random-detectprecedence {precedence | rsvp}min-threshold {bytes|ms|packets}max-threshold{bytes

|ms| packets} [mark-probability-denominator]
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

作成するポリシーマップの名前を指定します。ポリシー

マップコンフィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-name

例：

Router(config)# policy-map policy1

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーを設定または変更できるようにクラスを指定し

ます。ポリシーマップクラスコンフィギュレーション

モードを開始します。

class {class-nameclass-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

•クラス名を入力するか、デフォルトクラス
（class-default）を指定します。

設定を続けるには、帯域幅を指定するか、

またはトラフィックシェーピングを有効に

ステップ 5   

する必要があります。どちらかを選択しま

す。

（任意）ポリシーマップに属するクラスに割り当てる帯

域幅を指定または変更します。

bandwidth {bandwidth-kbps |
remainingpercentpercentage |
percentpercentage}

ステップ 6   

•設定または変更する帯域幅を入力します。
例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth percent
40

（オプション）平均またはピークレートトラフィック

シェーピングを有効にします。

shape [average | peak] mean-rate [burst-size]
[excess-burst-size]

例：

Router(config-pmap-c)# shape average
51200

ステップ 7   

•平均またはピークトラフィックシェーピングのど
ちらかを指定します。

WREDまたは分散型WRED（DWRED）をイネーブルに
します。

random-detect

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect

ステップ 8   

特定の IP precedenceに対するWREDパラメータと
DWREDパラメータを設定します。

random-detectprecedence {precedence | rsvp}
min-threshold {bytes|ms|packets}
max-threshold{bytes |ms| packets}
[mark-probability-denominator]

ステップ 9   

•必要に応じて、IP precedenceまたは RSVP値、およ
びしきい値を指定します。

例：

Router(config-pmap-c)# random-detect
precedence 2 512 ms 1020 ms

この例では、WREDパラメータが特定の IP
precedence値でトラフィックに指定されまし
た。他の値は、他の random-detectコマンドを
使用して指定できます。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 10   

queue-limit コマンドを使用したしきい値の指定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-name
4. class{class-nameclass-default}
5. 設定を続けるには、帯域幅（queue-limitコマンドを使用したしきい値の指定, （55ページ））
を指定するか、またはトラフィックシェーピング（queue-limitコマンドを使用したしきい値の
指定, （55ページ））を有効にする必要があります。どちらかを選択します。

6. bandwidth {bandwidth-kbps | remainingpercentpercentage | percentpercentage}
7.
8. shape [average | peak] mean-rate [[burst-size] [excess-burst-size]]
9. queue-limitnumber-of-packets [bytes |ms | packets]
10. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

作成するポリシーマップの名前を指定します。ポリ

シーマップコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

policy-mappolicy-name

例：

Router(config)#

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。
policy-map

policy1

ポリシーを設定または変更できるようにクラスを指定

します。ポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードを開始します。

class{class-nameclass-default}

例：

Router(config-pmap)# class class1

ステップ 4   

•クラス名を入力するか、デフォルトクラス
（class-default）を指定します。

設定を続けるには、帯域幅（queue-limitコマ
ンドを使用したしきい値の指定, （55ペー

ステップ 5   

ジ））を指定するか、またはトラフィック

シェーピング（queue-limitコマンドを使用し
たしきい値の指定, （55ページ））を有効
にする必要があります。どちらかを選択し

ます。

（任意）ポリシーマップに属するクラスに割り当てる

帯域幅を指定または変更します。

bandwidth {bandwidth-kbps |
remainingpercentpercentage |
percentpercentage}

ステップ 6   

•設定または変更する帯域幅を入力します。
例：

Router(config-pmap-c)# bandwidth percent
40

ステップ 7   

（オプション）平均またはピークレートトラフィック

シェーピングを有効にします。

shape [average | peak] mean-rate [[burst-size]
[excess-burst-size]]

例：

Router(config-pmap-c)# shape average 51200

ステップ 8   

•平均またはピークトラフィックシェーピングの
どちらかを指定します。

ポリシーマップで設定されているクラスに対してキュー

が保持できるパケットの最大数（つまり、キュー制限）

を指定または変更します。

queue-limitnumber-of-packets [bytes |ms |
packets]

例：

Router(config-pmap-c)# queue-limit 200 ms

ステップ 9   

•キュー制限を入力します。測定単位は、バイト、
ミリ秒、またはパケットのいずれかです。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ポリシーマップクラスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

exit

例：

Router(config-pmap-c)# exit

ステップ 10   

WRED 設定の QoS 時間ベースしきい値におけるインターフェイスへの
ポリシーマップのアタッチ

ネットワークのニーズにより、ポリシーマップをサブインターフェイス、ATM PVC、フレー
ムリレー DLCI、または他のタイプのインターフェイスにアタッチする必要がある場合もあり
ます。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal | smds]
5. service-policy {input| output} policy-map-name
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス（サブインターフェイス）タイプを設定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)#

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ番号を入力します。

interface serial4/0

（任意）ATM PVCに名前を作成するか割り当て、ATM PVCでカプ
セル化タイプを指定します。ATM VCコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

pvc [name] vpi / vci [ilmi | qsaal |
smds]

例：

Router(config-if)# pvc cisco
0/16 ilmi

ステップ 4   

この手順は、ポリシーマップをATMPVCに適用する場合
にのみ必要です。ATM PVCにポリシーマップを関連付け
ない場合は、この手順をスキップして、ステップ 5に進み
ます。

（注）

インターフェイスの入力方向または出力方向にアタッチするポリシー

マップの名前を指定します。

service-policy {input| output}
policy-map-name

例：

Router(config-if)#

ステップ 5   

ポリシーマップは、入力または出力ルータで設定できま

す。また、入力方向または出力方向のインターフェイスに

も適用できます。ポリシーマップを適用する方向（入力ま

たは出力）とルータ（入力または出力）は、ネットワーク

構成に従って変わります。service-policyコマンドを使用し
てポリシーマップをインターフェイスに適用する場合、

ネットワーク構成に適したルータおよびインターフェイス

の方向を選択してください。

（注）

service-policy output policy1

例：

•ポリシーマップ名を入力します。

（任意）インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 6   
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WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい値設定の確認

手順の概要

1. enable
2. showpolicy-map[policy-map]
3. and/or
4. showpolicy-mapinterfaceinterface-name
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

一致基準を含めて、クラスマップに関するすべての情報が

表示されます。

showpolicy-map[policy-map]

例：

Router# show policy-map policy1

ステップ 2   

•クラスマップ名を入力します。

and/orステップ 3   

指定したインターフェイスまたはサブインターフェイス上

か、インターフェイス上の特定の PVCに対し、すべての
showpolicy-mapinterfaceinterface-name

例：

Router#
show policy-map interface serial4/0

ステップ 4   

サービスポリシーに対して設定されているすべてのクラス

のパケット統計情報を表示します。

•インターフェイス名を入力します。

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Router# exit

ステップ 5   
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トラブルシューティングのヒント

「設定の確認」の項に示すコマンドを使用すると、意図した設定を実現し、機能が正しく動作し

ていることを確認できます。上記の showコマンドの使用後に、設定が正しくない、または機能が
予想どおりに働いていないと判明した場合は、次の操作を実行します。

意図したとおりに設定が行われていない場合は、次の手順を完了します。

1 show running-configコマンドを使用して、コマンドの出力を分析します。

2 ポリシーマップが show running-configコマンドの出力に表示されない場合は、logging console
コマンドをイネーブルにします。

3 ポリシーマップをインターフェイスに再度アタッチします。

パケットが正確に一致していない場合は（たとえば、パケットカウンタが正しく増加していない

など）、次の手順を完了します。

1 show policy-mapコマンドを実行し、コマンドの出力を分析します。

2 show running-configコマンドを実行し、コマンドの出力を分析します。

3 show policy-map interfaceコマンドを実行し、コマンドの出力を分析します。次の内容を確認
します。

1 ポリシーマップにキューイングが適用され、パケットが正しいクラスに一致しているにも

かかわらず、予期しない結果が生じる場合は、キューのパケット数と一致したパケット数

を比較します。

インターフェイスが混雑していて、一致するパケット数が少ない場合、送信（tx）リングの調整
を確認し、txリングでキューイングが実行されているかどうかを評価します。そのためには、show
controllersコマンドを使用し、コマンドの出力で tx回数の値を確認します。

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値の設定例

WRED を使用したしきい値の設定例
次の例では、WREDは「policy1」と呼ばれるポリシーマップに設定されています。このWRED
設定では、帯域幅はパーセンテージ（80%）として指定され、IP precedence 2の最小および最大し
きい値はそれぞれ 512ミリ秒と 1020ミリ秒に設定されています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#

policy-map policy1
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Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 80
Router(config-pmap-c)# random-detect
Router(config-pmap-c)# random-detect precedence 2 512 ms 1020 ms
Router(config-pmap-c)# exit

Router(config-pmap)# exit

Router(config)# interface s4/0
Router(config-if)#

service-policy output policy1
Router(config-if)# end

queue-limit コマンドを使用したしきい値の設定例
次の例では、「policy2」という名前のポリシーマップが設定されました。ポリシーマップpolicy2
には、「class1」という名前のクラスが含まれています。このクラスの帯域幅はパーセンテージ
（80%）として指定され、しきい値を 200ミリ秒に設定するために queue-limitコマンドが使用さ
れました。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)#

policy-map policy2
Router(config-pmap)# class class1
Router(config-pmap-c)# bandwidth percent 80
Router(config-pmap-c)# queue-limit 200 ms
Router(config-pmap-c)# exit

Router(config-pmap)# exit

Router(config)# interface s4/0
Router(config-if)#

service-policy output policy1
Router(config-if)# end

設定の確認例

この機能が正しく設定されていることを確認するには、show policy-mapコマンドまたは show
policy-map interfaceコマンドのいずれかを使用します。

この項には、show policy-map interfaceコマンドおよび show policy-mapコマンドからのサンプル
出力の 2つのセットが含まれています。1つのセットは、機能の設定にWREDが使用された場合
の出力を示し、もう 1つのセットは、機能の設定に queue-limitコマンドが使用された場合の出力
を示します。
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WRED しきい値設定サンプル出力の例
次に、しきい値を指定するためにWREDが使用されている場合の、show policy-mapコマンドの
サンプル出力を示します。「時間ベースWRED」という語は、しきい値がミリ秒（ms）単位で指
定されていることを示します。

Router# show policy-map
Policy Map policy1
Class class1
bandwidth 80 (%)
time-based wred, exponential weight 9
class min-threshold max-threshold mark-probability
----------------------------------------------------------
0 - - 1/10
1 - - 1/10
2 512 1024 1/10
3 - - 1/10
4 - - 1/10
5 - - 1/10
6 - - 1/10
7 - - 1/10

次に、しきい値を指定するためにWREDが使用されている場合の、show policy-map interfaceコ
マンドのサンプル出力を示します。

Router# show policy-map interface Ethernet2/0
Ethernet2/0
Service-policy output: policy1 (1100)

Class-map: class1 (match-all) (1101/1)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: protocol ftp (1102)
Queueing
queue limit 16 ms/ 16000 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0
bandwidth 80.00% (%) (8000 kbps)
Exp-weight-constant: 9 (1/512)
Mean queue depth: 0 ms/ 0 bytes
class Transmitted Random drop Tail drop Minimum Maximum Mark

pkts/bytes pkts/bytes pkts/bytes thresh thresh prob
ms/bytes ms/bytes

0 0/0 0/0 0/0 4/4000 8/8000 1/10
1 0/0 0/0 0/0 4/4500 8/8000 1/10
2 0/0 0/0 0/0 512/512000 1024/1024000 1/10
3 0/0 0/0 0/0 5/5500 8/8000 1/10
4 0/0 0/0 0/0 6/6000 8/8000 1/10
5 0/0 0/0 0/0 6/6500 8/8000 1/10
6 0/0 0/0 0/0 7/7000 8/8000 1/10
7 0/0 0/0 0/0 7/7500 8/8000 1/10

Class-map: class-default (match-any) (1105/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: any (1106)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0

しきい値をミリ秒からバイトに変換する式

しきい値をミリ秒からバイトに変換する場合は、次の式を使用します。
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ミリ秒 *（クラスに設定されている帯域幅）/ 8 =合計バイト数

この例では、次の数値が式に使用されます。

512 ms * 8000 kbps / 8 = 512000バイト

Class1の帯域幅は 8000 kbpsです。（注）

queue-limit コマンドしきい値設定サンプル出力例
次に、しきい値をミリ秒単位で指定するために queue-limitコマンドが使用された場合の show
policy-mapコマンドの出力例を示します。

Router# show policy-map
Policy Map policy1
Class class1
bandwidth 80 (%)
queue-limit 200 ms

次に、しきい値を指定するためにqueue-limitコマンドが使用された場合の showpolicy-map interface
コマンドからの出力例を示します。

Router# show policy-map interface
Ethernet2/0
Service-policy output: policy1 (1070)
Class-map: class1 (match-all) (1071/1)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps
Match: protocol ftp (1072)
Queueing
queue limit 200 ms/ 200000 bytes
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0
bandwidth 80.00% (%) (8000 kbps)

Class-map: class-default (match-any) (1075/0)
0 packets, 0 bytes
5 minute offered rate 0 bps, drop rate 0 bps

Match: any (1076)
0 packets, 0 bytes
5 minute rate 0 bps

queue limit 64 packets
(queue depth/total drops/no-buffer drops) 0/0/0
(pkts queued/bytes queued) 0/0

しきい値をミリ秒からバイトに変換する式

しきい値をミリ秒からバイトに変換する場合は、次の式を使用します。

ミリ秒 *（クラスに設定されている帯域幅）/ 8 =合計バイト数

この例では、次の数値が式に使用されます。

200 ms * 8000 kbps / 8 = 200000バイト
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Class1の帯域幅は 8000 kbpsです。（注）

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

Quality of Service（QoS）コマンド：コマンド構
文の詳細、コマンドモード、コマンド履歴、デ

フォルト設定、使用上のガイドライン、および

例

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』

テールドロップ、REDおよびWREDなどの輻
輳回避メカニズム

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Configuration Guide』

CBWFQおよび DCBWFQなどの輻輳管理メカ
ニズム

「Byte-Based Weight Random Early Detection」モ
ジュール

バイトベースのWRED

標準

タイトル規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい
値の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 7：WRED およびキュー制限に関する QoS 時間ベースしきい値の機能情報

機能情報リリース機能名

WREDおよびキュー制限に関
する QoS時間ベースしきい値
の機能を使用すると、重み付け

ランダム早期検出（WRED）の
最小および最大しきい値または

キュー制限のしきい値をミリ秒

（ms）単位で指定できます。

queue-limit、
random-detectprecedence、
showpolicy-map、
showpolicy-mapinterfaceの各コ
マンドが導入または変更されま

した。

Cisco IOS XE Release 3.2SWREDおよびキュー制限に関
する QoS時間ベースしきい値
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第 8 章

DiffServ 準拠の WRED

DiffServ準拠のWREDは、重み付けランダム早期検出の機能を拡張し、DiffServと保証型転送
（AF）の Per-Hop Behavior（PHB）のサポートを可能にします。この機能により、Differentiated
Services Code Point（DSCP;DiffServコードポイント）の値に従ってパケットをカラリングし、そ
れらのパケットに優先ドロップ確率を割り当てることで、AF PHBを実装できます。

この機能は、IPパケットでのみ使用できます。マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）
カプセル化パケットで使用することは意図されていません。

（注）

• 機能情報の確認, 67 ページ

• DiffServ準拠のWREDに関する情報, 68 ページ

• DiffServ準拠のWREDを設定する方法, 68 ページ

• DiffServ準拠のWREDの設定例, 72 ページ

• その他の参考資料, 72 ページ

• DiffServ準拠のWREDの機能情報, 74 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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DiffServ 準拠の WRED に関する情報

WRED の差別化サービス
差別化サービスは、異なるQuality of Service（QoS）要件を満たすことができる複数のサービスモ
デルです。差別化サービスでは、ネットワークは各パケットによって指定されたQoSに基づいて
特定の種類のサービスを提供しようとします。この仕様は、さまざまな方法で実行できます。

DiffServ準拠のWRED機能を使用すると、WREDは、パケットの廃棄確率を計算する際、IPパ
ケットで 6ビットのDiffServコードポイント（DSCP）または IP Precedence設定を使用できます。
DSCP値は、IPタイプオブサービス（ToS）バイトの最初の 6ビットです。

DiffServ 準拠の WRED に関する使用上のガイドライン
DiffServ準拠のWRED機能を設定するには、最初にポリシーマップを指定し、クラスを追加して
から、クラスに対して帯域幅またはシェイプを設定します。廃棄確率を計算する際にWREDで
DSCP値を使用する場合は、random-detectコマンドで dscp-based引数を使用して DSCP値を指定
し、次に random-detectdscpコマンドを使用して DSCP値のデフォルトの最小および最大しきい
値を変更します。廃棄確率を計算する際にWREDで IP Precedence値を使用する場合は、
random-detectコマンドで precedence-based引数を使用して IP Precedence値を指定します。この設
定は、ポリシーマップが適用される場所ではどこでも適用できます（インターフェイスレベル、

VC単位レベル、シェーパーレベルなど）。

この機能に含まれるコマンドを使用する際は、次の点に留意してください。

• dscp-based引数を使用する場合、WREDでは廃棄確率の計算に DSCP値が使用されます。

• precedence-based引数を使用する場合、WREDでは廃棄確率の計算に IP Precedence値が使用
されます。

• dscp-based引数と precedence-based引数は、相互に排他的です。

•いずれの引数も指定しない場合、WREDでは廃棄確率の計算に IP Precedence値が使用されま
す（デフォルトの方式です）。

DiffServ 準拠の WRED を設定する方法

DiffServ 準拠の WRED の設定
この例では、パケットの廃棄確率を計算する場合に DSCP値を使用するように DiffServ準拠の
WREDを設定します。

   QoS：輻輳回避設定ガイド
68

DiffServ 準拠の WRED
DiffServ 準拠の WRED に関する情報



手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. class-mapclass-map-name
5. matchmatch-criterion
6. policy-mappolicy-map-name
7. class {class-name | class-default}
8. bandwidth {kbps | remainingpercentage | percentpercentage}
9. random-detect[dscp-based | precedence-based]
10. random-detectdscpdscp-valuemin-thresholdmax-threshold [mark-probability-denominator]
11. exit
12. exit
13. interfacetypenumber [name-tag]
14. service-policy outputpolicy-map-name
15. end
16. showpolicy-mapinterfacetypenumber
17. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 3   

•インターフェイスタイプと番号を入力しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

作成するクラスマップの名前を指定し、QoSク
ラスマップコンフィギュレーションモードを開

始します。

class-mapclass-map-name

例：

Device(config-if)# class-map diffservclass

ステップ 4   

クラスマップの一致基準を設定します。matchmatch-criterion

例：

Device(config-cmap)# match any

ステップ 5   

サービスポリシーを指定するために 1つ以上の
インターフェイスに適用可能なポリシーマップ

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config-cmap)# policy-map diffservpm

ステップ 6   

を作成または修正し、QoSポリシーマップコン
フィギュレーションモードを開始します。

作成または変更するポリシーのクラス名を指定

するか、ポリシーを指定する前にデフォルトク

class {class-name | class-default}

例：

Device(config-pmap)# class diffservclass

ステップ 7   

ラス（一般に class-defaultクラスといいます）を
指定します。

• QoSポリシーマップクラスコンフィギュ
レーションモードを開始します。

ポリシーマップに属しているクラスに割り当て

る帯域幅を指定します。

bandwidth {kbps | remainingpercentage |
percentpercentage}

例：

Device(config-pmap-c)# bandwidth percent 30

ステップ 8   

ポリシーマップ内のクラスにWREDを設定しま
す。

random-detect[dscp-based | precedence-based]

例：

Device(config-pmap-c)# random-detect dscp-based

ステップ 9   

DiffServコードポイント（DSCP）値の最小およ
び最大パケットしきい値を変更します。

random-detectdscpdscp-valuemin-thresholdmax-threshold
[mark-probability-denominator]

例：

Device(config-pmap-c)# random-detect dscp af11
10000 30000 25

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

QoSポリシーマップクラスコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

Device(config-pmap-c)# exit

ステップ 11   

QoSポリシーマップコンフィギュレーション
モードを終了します。

exit

例：

Device(config-pmap)# exit

ステップ 12   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0

ステップ 13   

•インターフェイスタイプと番号を入力しま
す。

ポリシーマップを出力インターフェイスに付加

します。

service-policy outputpolicy-map-name

例：

Device(config-if)# service-policy output policy1

ステップ 14   

•ポリシーマップ名を入力します。

ポリシーマップは、入力または出力

ルータで設定できます。また、入力方

向または出力方向のインターフェイス

にも適用できます。ポリシーマップを

適用する方向（入力または出力）とルー

タ（入力または出力）は、ネットワー

ク構成に従って変わります。

service-policyコマンドを使用してポリ
シーマップをインターフェイスに適用

する場合、ネットワーク構成に適した

ルータおよびインターフェイスの方向

を選択してください。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 15   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定されたインターフェイスまたはサ

ブインターフェイスとインターフェイス上の特

showpolicy-mapinterfacetypenumber

例：

Device# show policy-map interface GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 16   

定の PVCのどちらかで、すべてのサービスポリ
シーに設定されたすべてのクラスのトラフィッ

ク統計情報を表示します。

•インターフェイスタイプと番号を入力しま
す。

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

Device# exit

ステップ 17   

DiffServ 準拠の WRED の設定例

例：DiffServ 準拠の WRED
次に、WREDがクラス c1に DSCP値 8を使用できるようにする例を示します。DSCP値 8の最小
しきい値は 24で、最大しきい値は 40です。最後の行は、トラフィックポリシーを出力インター
フェイスまたは VC p1に適用します。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
Device(config-if)# class-map c1
Device(config-cmap)# match ip precedence 1
Device(config-cmap)# policy-map p1
Device(config-pmap)# class c1
Device(config-pmap-c)# bandwidth 48
Device(config-pmap-c)# random-detect dscp-based
Device(config-pmap-c)# random-detect dscp 8 24 40 (bytes/ms)
Device(config-if)# service-policy output p1

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service
Solutions Command Reference』

QoSコマンド

『QoS: Modular QoS:
Command-Line Interface
Configuration Guide』

MQC

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Definition of the Differentiated Services Field (DS
Field) in the IPv4 and IPv6 Headers』

RFC 2474

『An Architecture for Differentiated Services
Framework』

RFC 2475

『Assured Forwarding PHB』RFC 2597

『An Expedited Forwarding PHB』RFC 2598

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-CLASS-BASED-QOS-MIB

CISCO-CLASS-BASED-QOS-CAPABILITY-MIB

QoS：輻輳回避設定ガイド
73

DiffServ 準拠の WRED
その他の参考資料

http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

DiffServ 準拠の WRED の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 8：DiffServ 準拠の WRED の機能情報

機能情報リリース機能名

DiffServ準拠のWREDで、
DiffServおよび AF Per-Hop
Behaviorをサポートできるよう
WREDの機能を拡張します。

Cisco IOS XEリリース 3.6Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

random-detect、random-detect
dscp、random-detect precedence
の各コマンドが導入または変更

されました。

Cisco IOS XE Release 3.6SDiffServ準拠のWRED
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第 9 章

ダイヤラインターフェイス上のシェーピン

グ

ダイヤラインターフェイス上のシェーピング機能では、ダイヤラインターフェイスでの

Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）設定および非同期転送モードを介した Point-to-Point
Protocol（PPPoA）設定に対するサポートが提供されます。この機能では、モジュラ QoS CLI
（MQC）ベースのキューイングおよびシェーピングに対するサポートが提供され、顧客ごとの
Quality of Service（QoS）がサポートされます。親ポリシーはファーストマイルのイーサネット
（EFM）インターフェイスにアタッチされ、子ポリシーは個々のダイヤラインターフェイスに
アタッチされます。サービスクラス（CoS）値は、ダイヤラインターフェイスにポリシーを適
用することによって設定されます。この機能では、ダイヤラインターフェイスのキューイング

統計情報の収集と、ダイヤラインターフェイスのトラフィックカウンタのポーリングも有効に

なります。

• 機能情報の確認, 75 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する制約事項, 76 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する情報, 76 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングを設定する方法, 77 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングの設定例, 98 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する追加の参考資料, 100 ページ

• ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する機能情報, 101 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ
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ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する制

約事項
•出力キューイングポリシーには、親の class-defaultシェーパーが必要であり、他のキューイ
ングアクションは子ポリシーで設定する必要があります。

ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する情

報

ダイヤラインターフェイス上の PPP セッションでの QoS
ダイヤラインターフェイス上のシェーピング機能では、出力インターフェイス（すべてのキュー

イング機能が動作している）で出力キューイングと分類が統合されます。ポリシング機能および

設定機能（CoSマーキングなど）も、出力パスで動作します。

MQCベースの QoSキューイングおよびシェーピング機能を使用して、フラットな class-default型
のポリシーを EFMにアタッチでき、HQoSの親型のポリシーをダイヤラインターフェイスにア
タッチできます。

ポリシーは、service-policyコマンドを使用してダイヤラインターフェイスに適用されます。ま
た、関連する showコマンドと debugコマンドによって、ダイヤラターゲットに関連付けられた
ポリシーとキューイングの統計情報が表示されます。
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QoS のダイヤラインターフェイストポロジ
次の図に、ダイヤラインターフェイス上のシェーピング機能に対してサポートされているトポロ

ジを示します。

図 3：ダイヤラインターフェイス上のシェーピングトポロジ

顧客宅内機器（CPE）は、複数の顧客間で共有されます。各顧客は、ギガビットイーサネット
ポートの VLANを介して CPEに接続します。CPEは EFMインターフェイス（これはイーサー
ネット接続のように見えますが DSLを使用します）を使用して DSL経由でサービスに接続し、
それを経由してすべての着信VLANが転送されます。各VLAN（顧客）のトラフィックは個別の
PPPセッションで送信されます。各セッションはダイヤラインターフェイスを使用して設定され
ます。

ダイヤラインターフェイス上のシェーピングを設定する

方法

ダイヤラインターフェイスの出力キューイングポリシーの設定

はじめる前に

ダイヤラターゲットはダイナミックターゲット APIに追加されるので、出力キューイングポリ
シーには、親の class-defaultシェーパーが必要であり、他のキューイングアクションは子ポリシー
に設定される必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. classclass-name
5. prioritypercentpercentage
6. exit
7. classclass-name
8. bandwidthpercentpercentage
9. exit
10. class {class-name | class-default}
11. fair-queue
12. exit
13. exit
14. policy-mappolicy-map-name
15. classclass-default
16. shape average target-bit-rate
17. service-policy policy-map-name
18. exit
19. exit
20. interfacetypenumber
21. service-policy output policy-name
22. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

事前に作成したポリシーマップの名前を指定して、ポリ

シーマップコンフィギュレーションモードに入ります。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map child

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

作成するポリシーのクラス名を指定し、ポリシーマップク

ラスコンフィギュレーションモードを開始します。このク

classclass-name

例：

Device(config-pmap)# class voice

ステップ 4   

ラスは、以前に作成したクラスマップと関連付けられま

す。

•クラス名を入力するか、class-defaultキーワードを入
力します。

保証帯域幅の分量が、使用可能な帯域幅の割合（%）によっ
て指定されることを、指定します。

prioritypercentpercentage

例：
Device(config-pmap-c)# priority
percent 30

ステップ 5   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-pmap-c)# exit

ステップ 6   

作成するポリシーのクラス名を指定し、ポリシーマップク

ラスコンフィギュレーションモードを開始します。このク

classclass-name

例：

Device(config-pmap)# class video

ステップ 7   

ラスは、以前に作成したクラスマップと関連付けられま

す。

•クラス名を入力するか、class-defaultキーワードを入
力します。

保証帯域幅の分量が合計帯域幅の割合によって指定される

よう指定します。

bandwidthpercentpercentage

例：
Device(config-pmap-c)# bandwidth
percent 50

ステップ 8   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-pmap-c)# exit

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

作成するポリシーのクラス名を指定し、ポリシーマップク

ラスコンフィギュレーションモードを開始します。このク

class {class-name | class-default}

例：

Device(config-pmap)# class
class-default

ステップ 10   

ラスは、以前に作成したクラスマップと関連付けられま

す。

•クラス名を入力するか、class-defaultキーワードを入
力します。

このクラスでのフローベース均等化キューイングを有効に

します。

fair-queue

例：
Device(config-pmap-c)# fair-queue

ステップ 11   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-pmap-c) exit

ステップ 12   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-pmap) exit

ステップ 13   

ポリシーマップの名前を指定して、ポリシーマップコン

フィギュレーションモードを開始します。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map parent

ステップ 14   

•ポリシーマップ名を入力します。

class-defaultクラスを作成します。classclass-default

例：

Device(config-pmap)# class
class-default

ステップ 15   

インターフェイスでの平均レートトラフィックシェーピン

グをビット�秒として指定します。
shape average target-bit-rate

例：
Device(config-pmap-c)# shape average
1000000

ステップ 16   

サービスポリシーのポリシーマップを設定します。service-policy policy-map-name

例：
Device(config-pmap-c)# service
policy child

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：

Device(config-pmap-c) exit

ステップ 18   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-pmap) exit

ステップ 19   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface Dialer 0

ステップ 20   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、このイ

ンターフェイスでサービスポリシーとして使用されるよう

にします。

service-policy output policy-name

例：

Device(config-if)# service-policy
output parent

ステップ 21   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-if) exit

ステップ 22   
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ダイヤラインターフェイスの PPPoEoA 用の QoS の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. no ip address
5. no atm ilmi-keepalive
6. exit
7. interfacetypenumber [name-tag]
8. pvc vpi/vci
9. vbr-nrt output-pcr output-scr
10. pppoe-client dial-pool-number number
11. exit
12. exit
13. interfacetypenumber [name-tag]
14. mtu ip-address
15. ip address ip-address mask
16. encapsulation encapsulation-type
17. dialer pool number
18. dialer-group number
19. service-policy output name
20. exit
21. dialer-list dialer-group protocol protocol-name permit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface ATM 0

ステップ 3   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

インターフェイスで IP処理をディセーブルにします。no ip address

例：

Device(config-if)# no ip address

ステップ 4   

インターフェイスで暫定ローカル管理インターフェイス

（ILMI）キープアライブをディセーブルにします。
no atm ilmi-keepalive

例：

Device(config-if)# no atm
ilmi-keepalive

ステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 6   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface ATM 0.1
point-to-point

ステップ 7   

•インターフェイスのタイプ、番号、および名前を入力
します。

ATM相手先固定接続（PVC）を作成して、ATM仮想回線
コンフィギュレーションサブモードを開始します。

pvc vpi/vci

例：

Device(config-if)# pvc 4/46

ステップ 8   

•このPVCのATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）
およびATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）
を入力します。

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）Quality of
Service（QoS）を設定し、ATM相手先固定接続（PVC）の

vbr-nrt output-pcr output-scr

例：

Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt
738 738

ステップ 9   

出力ピークセルレート（PCR）および出力平均セルレー
ト（SCR）を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

PPP over Ethernet（PPPoE）クライアントを設定し、ダイヤ
ルオンデマンドルーティング（DDR）の機能を指定しま
す。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-if-atm-vc)#
pppoe-client dial-pool-number 1

ステップ 10   

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：

Device(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 12   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 0

ステップ 13   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

最大パケットサイズまたは最大伝送ユニット（MTU）サイ
ズを調整します。

mtu ip-address

例：

Device(config-if)# mtu 1200

ステップ 14   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.0.0 255.0.0.0

ステップ 15   

• IPアドレスと IPアドレスマスクを入力します。

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation encapsulation-type

例：

Device(config-if)# encapsulation ppp

ステップ 16   

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワーク

へ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定しま

す。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 1

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクション

特定のダイヤリンググループに属するようインターフェイ

スを設定して、アクセスを制御します。

dialer-group number

例：

Device(config-if)# dialer-group 1

ステップ 18   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、このイ

ンターフェイスでサービスポリシーとして使用されるよう

にします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 19   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 20   

プロトコルによって、またはプロトコルと以前に定義した

アクセスリストの組み合わせによって、ダイヤルするため

dialer-list dialer-group protocol
protocol-name permit

例：

Device(config)# dialer-list 1
protocol ip permit

ステップ 21   

のダイヤルオンデマンドルーティング（DDR）ダイヤラリ
ストを定義します。
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ダイヤラインターフェイスの PPPoE 用の QoS の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. ppp enable group group-name
5. pppoe-client dial-pool-number number
6. exit
7. interfacetypenumber [name-tag]
8. mtu ip-address
9. ip address ip-address mask
10. encapsulation encapsulation-type
11. dialer pool number
12. dialer-group number
13. service-policy output name
14. exit
15. dialer-list dialer-group protocol protocol-name permit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Ethernet
0/0

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ、番号、および名前を入
力します。
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目的コマンドまたはアクション

イーサネットインターフェイスまたはサブインターフェ

イスで PPPoEセッションをイネーブルにします。
ppp enable group group-name

例：

Device(config-if)# ppp enable group
global

ステップ 4   

PPPoEクライアントを設定し、ダイヤルオンデマンドルー
ティング（DDR）の機能を指定します。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-if)# pppoe-client
dial-pool-number 1

ステップ 5   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 6   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 0

ステップ 7   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

最大パケットサイズまたは最大伝送ユニット（MTU）サ
イズを調整します。

mtu ip-address

例：

Device(config-if)# mtu 1200

ステップ 8   

インターフェイスのプライマリIPアドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.0.0 255.0.0.0

ステップ 9   

• IPアドレスと IPアドレスマスクを入力します。

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定しま

す。

encapsulation encapsulation-type

例：

Device(config-if)# encapsulation ppp

ステップ 10   

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワー

クへ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定し

ます。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 1

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

特定のダイヤリンググループに属するようインターフェ

イスを設定して、アクセスを制御します。

dialer-group number

例：

Device(config-if)# dialer-group 1

ステップ 12   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、この

インターフェイスでサービスポリシーとして使用される

ようにします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 13   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 14   

プロトコルによって、またはプロトコルと以前に定義し

たアクセスリストの組み合わせによって、ダイヤルする

dialer-list dialer-group protocol
protocol-name permit

例：

Device(config)# dialer-list 1 protocol
ip permit

ステップ 15   

ためのダイヤルオンデマンドルーティング（DDR）ダイ
ヤラリストを定義します。
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ダイヤラインターフェイスの PPPoA 用の QoS の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. pvc vpi/vci
5. vbr-nrt output-pcr output-scr output-maxburstsize
6. dialer pool-member number
7. protocol protocol
8. exit
9. exit
10. interfacetypenumber [name-tag]
11. mtu ip-address
12. ip address ip-address mask
13. encapsulation encapsulation-type
14. dialer pool number
15. dialer-group number
16. service-policy output name
17. exit
18. dialer-list dialer-group protocol protocol-name permit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface ATM 0.1
point-to-point

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ、番号、および名前を入力
します。
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目的コマンドまたはアクション

ATM相手先固定接続（PVC）を作成して、ATM仮想回線
コンフィギュレーションサブモードを開始します。

pvc vpi/vci

例：

Device(config-if)# pvc 4/46

ステップ 4   

•このPVCのATMネットワーク仮想パス識別子（VPI）
およびATMネットワーク仮想チャネル識別子（VCI）
を入力します。

可変ビットレート非リアルタイム（VBR-NRT）Quality of
Service（QoS）を設定し、ATM相手先固定接続（PVC）の

vbr-nrt output-pcr output-scr
output-maxburstsize

例：

Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt
738 738 32

ステップ 5   

出力ピークセルレート（PCR）、出力平均セルレート
（SCR）、および出力最大バーストセルサイズを指定しま
す。

ダイヤラプロファイルのダイヤリングプールのメンバーに

する物理インターフェイスを設定します。

dialer pool-member number

例：

Device(config-if-atm-vc)# dialer
pool-member 1

ステップ 6   

ATM相手先固定接続（PVC）、相手先選択接続（SVC）、
または仮想回線（VC）クラスのスタティックマップを設定
します。

protocol protocol

例：

Device(config-if-atm-vc)# protocol
ppp dialer

ステップ 7   

ATM仮想回線コンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：

Device(config-if-atm-vc)# exit

ステップ 8   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 9   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 0

ステップ 10   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

最大パケットサイズまたは最大伝送ユニット（MTU）サイ
ズを調整します。

mtu ip-address

例：

Device(config-if)# mtu 1200

ステップ 11   

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定します。ip address ip-address mask

例：

Device(config-if)# ip address
172.16.0.0 255.0.0.0

ステップ 12   

• IPアドレスと IPアドレスマスクを入力します。

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定します。encapsulation encapsulation-type

例：

Device(config-if)# encapsulation ppp

ステップ 13   

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワーク

へ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定します。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 1

ステップ 14   

特定のダイヤリンググループに属するようインターフェイ

スを設定して、アクセスを制御します。

dialer-group number

例：

Device(config-if)# dialer-group 1

ステップ 15   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、このイ

ンターフェイスでサービスポリシーとして使用されるよう

にします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 16   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 17   

プロトコルによって、またはプロトコルと以前に定義した

アクセスリストの組み合わせによって、ダイヤルするため

dialer-list dialer-group protocol
protocol-name permit

例：

Device(config)# dialer-list 1
protocol ip permit

ステップ 18   

のダイヤルオンデマンドルーティング（DDR）ダイヤラリ
ストを定義します。
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ダイヤラインターフェイス上の複数セッション用の QoS の設定

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. interfacetypenumber [name-tag]
4. ppp enable group group-name
5. pppoe-client dial-pool-number number
6. pppoe-client dial-pool-number number
7. pppoe-client dial-pool-number number
8. exit
9. interfacetypenumber [name-tag]
10. dialer pool number
11. service-policy output name
12. exit
13. interfacetypenumber [name-tag]
14. dialer pool number
15. service-policy output name
16. exit
17. interfacetypenumber [name-tag]
18. dialer pool number
19. service-policy output name
20. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Ethernet
0/0

ステップ 3   

•インターフェイスのタイプ、番号、および名前を入
力します。

イーサネットインターフェイスまたはサブインターフェ

イスで PPPoEセッションをイネーブルにします。
ppp enable group group-name

例：

Device(config-if)# ppp enable group
global

ステップ 4   

PPPoEクライアントを設定し、ダイヤルオンデマンドルー
ティング（DDR）の機能を指定します。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-if)# pppoe-client
dial-pool-number 1

ステップ 5   

PPPoEクライアントを設定し、ダイヤルオンデマンドルー
ティング（DDR）の機能を指定します。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-if)# pppoe-client
dial-pool-number 2

ステップ 6   

PPPoEクライアントを設定し、ダイヤルオンデマンドルー
ティング（DDR）の機能を指定します。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-if)# pppoe-client
dial-pool-number 3

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 8   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 0

ステップ 9   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワー

クへ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定し

ます。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 1

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、この

インターフェイスでサービスポリシーとして使用される

ようにします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 12   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 1

ステップ 13   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワー

クへ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定し

ます。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 2

ステップ 14   

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、この

インターフェイスでサービスポリシーとして使用される

ようにします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 15   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 16   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 2

ステップ 17   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

ダイヤラインターフェイスが特定の宛先サブネットワー

クへ接続する際に使用するダイヤリングプールを指定し

ます。

dialer pool number

例：

Device(config-if)# dialer pool 3

ステップ 18   
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、この

インターフェイスでサービスポリシーとして使用される

ようにします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output dialer-output-sp

ステップ 19   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 20   

ダイヤラインターフェイスへの CoS 値の適用
サービスクラス（CoS）値は、ダイヤラインターフェイスにポリシーを適用することによって設
定されます。

手順の概要

1. enable
2. configureterminal
3. policy-mappolicy-map-name
4. class class-default
5. set coscos-value
6. exit
7. exit
8. interfacetypenumber [name-tag]
9. service-policy output name
10. exit
11. interfacetypenumber [name-tag]
12. encapsulation encapsulation-type
13. pppoe-client dial-pool-number number
14. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

事前に作成したポリシーマップの名前を指定して、ポリ

シーマップコンフィギュレーションモードに入ります。

policy-mappolicy-map-name

例：

Device(config)# policy-map output_cos

ステップ 3   

•ポリシーマップ名を入力します。

トラフィック分類用のデフォルトのクラスを作成し、ポ

リシーマップクラスコンフィギュレーションモードを

開始します。

class class-default

例：

Device(config-pmap)# class
class-default

ステップ 4   

0～ 7の IEEE 802.1Q CoS値を指定します。set coscos-value

例：
Device(config-pmap-c)# set cos 1

ステップ 5   

ポリシーマップコンフィギュレーションモードに戻り

ます。

exit

例：

Device(config-pmap-c)# exit

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-pmap)# exit

ステップ 7   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Dialer 1

ステップ 8   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップを出力インターフェイスに適用し、この

インターフェイスでサービスポリシーとして使用される

ようにします。

service-policy output name

例：

Device(config-if)# service-policy
output output-cos

ステップ 9   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 10   

インターフェイスタイプを設定して、サブインターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber [name-tag]

例：

Device(config)# interface Ethernet
0.10

ステップ 11   

•インターフェイスタイプと番号を入力します。

インターフェイスで使用するカプセル化方式を設定しま

す。

encapsulation encapsulation-type

例：

Device(config-subif)# encapsulation
dot1q 10

ステップ 12   

PPPoEクライアントを設定し、ダイヤルオンデマンド
ルーティング（DDR）の機能を指定します。

pppoe-client dial-pool-number number

例：

Device(config-subif)# pppoe-client
dial-pool-number 1

ステップ 13   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Device(config-subif)# exit

ステップ 14   
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ダイヤラインターフェイス上のシェーピングの設定例

例：ダイヤラインターフェイス用の出力キューイングポリシーの設

定

次の例に、親と子のポリシーマップを設定する方法と、親マップをダイヤラインターフェイスに

アタッチする方法を示します。

Device(config)# policy-map childExample
Device(config-pmap)# class voice
Device(config-pmap-c)# priority percent 30
Device(config-pmap-c)# exit

Device(config-pmap)# class video
Device(config-pmap-c)# bandwidth percent 50
Device(config-pmap-c)# exit

Device(config-pmap)# class class-default
Device(config-pmap-c)# fair-queue
Device(config-pmap-c)# exit

Device(config)# policy-map parent
Device(config-pmap)# class class-default
Device(config-pmap-c)# shape average 1000000
Device(config-pmap-c)# service-policy child
Device(config-pmap-c)# exit

Device(config)# interface dialer 0
Device(config-if)# service-policy output parent

例：ダイヤラインターフェイスの PPPoEoA 用の QoS の設定
Device(config)# interface ATM 0
Device(config-if)# no ip address
Device(config-if)# no atm ilmi-keepalive
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface ATM 0.1 point-to-point
Device(config-if)# ip address 192.168.0.0 255.255.255.224
Device(config-if)# pvc 4/46
Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 738 738
Device(config-if-atm-vc)# pppoe-client dial-pool-number 1
Device(config-if-atm-vc)# exit
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Dialer 0
Device(config-if)# mtu 1200
Device(config-if)# ip address 172.16.0.0 255.0.0.0
Device(config-if)# encapsulation ppp
Device(config-if)# dialer pool 1
Device(config-if)# dialer-group 1
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
!
Device(config)# dialer-list 1 protocol ip permit
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例：ダイヤラインターフェイス上の PPPoE 用の QoS の設定

Device(config)# interface ethernet 0/0
Device(config-if)# pppoe enable group global
Device(config-if)# pppoe-client dial-pool-number 1
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Dialer 0
Device(config-if)# mtu 1200
Device(config-if)# ip address 172.16.0.0 255.0.0.0
Device(config-if)# encapsulation ppp
Device(config-if)# dialer pool 1
Device(config-if)# dialer-group 1
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
Device(config-if)# exit

Device(config)# dialer-list 1 protocol ip permit

例：ダイヤラインターフェイス上の PPPoA 用の QoS の設定
Device(config)# interface ATM 0.1 point-to-point
Device(config-if)# ip address 192.168.0.0 255.255.255.224
Device(config-if)# pvc 4/46
Device(config-if-atm-vc)# vbr-nrt 738 738
Device(config-if-atm-vc)# dialer pool-member 1
Device(config-if-atm-vc)# protocol ppp dialer
Device(config-if-atm-vc)# exit
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Dialer 0
Device(config-if)# mtu 1200
Device(config-if)# ip address 172.16.0.0 255.0.0.0
Device(config-if)# encapsulation ppp
Device(config-if)# dialer pool 1
Device(config-if)# dialer-group 1
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
Device(config-if)# exit

Device(config)# dialer-list 1 protocol ip permit

例：ダイヤラインターフェイス上の複数セッション用の QoS の設定
Device(config)# interface ethernet 0/0
Device(config-if)# pppoe enable group global
Device(config-if)# pppoe-client dial-pool-number 1
Device(config-if)# pppoe-client dial-pool-number 2
Device(config-if)# pppoe-client dial-pool-number 3
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Dialer 0
Device(config-if)# dialer pool 1
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
Device(config-if)# exit

Device(config)# interface Dialer 1
Device(config-if)# dialer pool 2
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
Device(config-if)# exit
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Device(config)# interface Dialer 2
Device(config-if)# dialer pool 3
Device(config-if)# service-policy output dialer-output-sp
Device(config-if)# exit

例：ダイヤラインターフェイスへの CoS 値の適用
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# policy-map output_cos
Device(config-pmap)# class class-default
Device(config-pmap-c)# set cos 1
Device(config-pmap-c)# exit
Device(config-pmap)# exit
Device(config)# interface Dialer 1
Device(config-if)# service-policy output output-cos
Device(config-if)# exit
Device(config)# interface Ethernet 0.10
Device(config-subif)# encapsulation dot1q 10
Device(config-subif)# pppoe-client dial-pool-number 1
Device(config-subif)# exit

ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する追

加の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド

『QoS: Modular QoS: Command-Line Interface
Configuration Guide』

MQC
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例：ダイヤラインターフェイスへの CoS 値の適用

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する機

能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する機能情報

機能情報リリース機能名

ダイヤラインターフェイス上

のシェーピング機能では、ダイ

ヤラインターフェイスでの

PPPoE/A設定に対するサポート
が提供されます。

15.3(1)T

Cisco IOS XEリリース 3.13S

ダイヤラインターフェイス上

のシェーピング
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ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する機能情報

http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn
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ダイヤラインターフェイス上のシェーピングに関する機能情報
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